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投

行

動

と

決

定

因

ー
ー
一
九
七
九
年
、
一
九
八

O
年
総
選
挙
札
幌
市
調
査
を
素
材
と
し
て
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人

貞

は
じ
め
に

一
札
幌
市
に
お
け
る
投
票

二
党
首
イ
メ
ー
ジ
と
投
票

三
イ
シ
ュ

l
と
投
票

四
政
党
イ
メ
ー
ジ
と
投
票

む
す
び

t主

め

じ

史

一
九
七
九
年
及
び
一
九
八

O
年
の
二
度
の
衆
議
院
総
選
挙
は
、

わ
ず
か
八
カ
月
の
間
に
日
本
の
政
治
の
方
向
に
関
し
て
相
異
な
る
二
つ
の
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説

結
果
を
提
示
し
た
。

定
多
数
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
選
挙
結
果
に
関
し
て
数
多
く
の
論
文
が
解
釈
を
試
み
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

代
表
的
な
解
釈
は
次
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
o

第
一
に
、
八

O
年
の
自
民
党
の
勝
利
は
前
回
の
棄
権
者
が
自
民
党
に
投
票

し
た
こ
と
に
よ
る
と
す
る
解
釈
で
あ
刻
。
そ
し
て
、
前
回
の
棄
権
は
選
挙
当
日
、
東
日
本
を
襲
っ
た
豪
雨
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
雨
の
影
響

は
大
都
市
地
域
ほ
ど
大
き
か
っ
た
と
し
て
い
~
日
o

こ
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
前
回
の
棄
権
者
の
大
半
は
潜
在
的
自
民
党
投
票
者
層
で
あ
る
こ
と

一
九
七
九
年
に
お
い
て
国
民
は
保
守
安
定
よ
り
も
保
革
伯
仲
を
選
択
し
、

一
九
八

O
年
に
お
い
て
国
民
は
自
民
党
に
安

北法32(4・2)788

論

に
な
り
、
底
流
と
し
て
有
権
者
の
「
保
守
化
」
の
進
行
が
七

0
年
代
後
半
に
生
じ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
七
九
年
の
自
民
党
の
敗
北
は
大
平
首
相
が
安
定
多
数
を
も
く
ろ
ん
で
強
気
に
総
選
挙
を
断
行
し
、
し
か
も
選
挙
に
不
利
な
争
点

で
あ
る
増
税
を
掲
げ
た
こ
と
に
よ
る
と
す
る
解
釈
で
ふ
目
。
さ
ら
に
、
鉄
建
公
団
の
汚
職
発
覚
や
自
民
党
の
内
部
抗
争
な
ど
も
自
民
党
に
不

利
に
働
い
た
と
す
る
。

八
O
年
の
自
民
党
の
勝
利
は
「
大
平
氏
の
死
」
や
「
同
時
選
挙
効
果
」
な
ど
き
わ
め
て
具
例
な
要
因
が
複
合
的
に
作
用
し
た
結

(
4
V
 

果
で
あ
る
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
解
釈
は
ア
グ
リ
ゲ
l
ト
・
デ
ー
タ
及
び
選
挙
区
に
お
け
る
聴
き
取
り
調
査
を
も
と
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
そ
の
た

め
、
分
析
の
レ
ベ
ル
に
よ
る
制
約
が
あ
っ
た
り
、
印
象
記
述
的
分
析
に
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
り
す
る
。
サ
ン
プ
ル
調
査
は
上
述
の
分
析
を
補

第
三
に
、

完
す
る
た
め
に
重
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

我
々
は
、
札
幌
市
で
二
つ
の
総
選
挙
に
関
し
て
事
後
調
査
を
実
施
し
目
。
こ
の
調
査
結
果
を
素
材
と
し
て
二
つ
の
選
挙
を
分
析
す
る
こ
と

が
、
本
稿
の
趣
旨
で
あ
る
。
特
に
、
有
権
者
レ
ベ
ル
に
お
け
る
投
票
行
動
の
特
質
及
び
そ
れ
を
決
定
す
る
諸
要
因
の
解
明
に
本
稿
の
焦
点
を

あ
て
る
。
も
と
よ
り
、

一
地
方
都
市
に
お
け
る
調
査
及
び
分
析
が
提
示
し
う
る
パ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
は
限
界
が
あ
る
o

し
か
し
な
が
ら
、
札

幌
市
の
サ
ン
プ
ル
は
両
年
の
間
で
の
各
党
投
票
の
変
化
の
傾
向
を
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
o

こ
の
意
味
で
、
札
幌
市
に
お
け
る
両
年
の
調
査



を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

日
本
に
お
け
る
政
治
変
化
の
一
端
を
解
明
す
る
こ
と
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
四
節
か
ら
な
る
。
ま
ず
第
一
に
、
各
候
補
者
の
特
質
及
び
、
職
業
、
学
歴
、
性
、
年
令
と
い
っ
た
有
権
者
の
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー

と
投
票
行
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
o

次
に
、
故
大
平
自
民
党
総
裁
及
び
飛
鳥
田
社
会
党
委
員
長
に
対
す
る
有
権
者
の
評
価
ス
ケ
i

ル
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
れ
が
投
票
行
動
と
い
か
な
る
関
係
を
も
っ
て
い
る
か
を
み
る
o

第
三
に
、
総
選
挙
期
間
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た

重
要
な
政
策
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
投
票
と
の
関
連
性
を
検
討
す
る
o

第
四
に
、
政
党
に
対
す
る
有
権
者
の
評
価
と
投
票
と
の
関
連

性
に
つ
い
て
考
察
す
る
o

本
稿
は
、
筆
者
を
含
め
四
名
に
よ
る
札
幌
市
政
治
意
識
調
査
の
共
同
研
究
作
業
の
前
段
階
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
包
括

的
な
選
挙
分
析
と
し
て
す
べ
て
の
要
因
を
カ
ヴ
ァ
ー
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。

札
幌
市
に
お
け
る
投
票

投票行動と決定因

札
幌
市
は
北
海
道
第
一
区
の
有
権
者
の
う
ち
約
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
住
む
大
票
田
で
あ
る
o

こ
の
二
度
の
総
選
挙
で
は
、
自
民
党
か
ら
二

名
(
地
崎
宇
三
郎
、
箕
輪
登
)
、
社
会
党
か
ら
二
名
(
小
林
恒
人
、
横
路
孝
弘
)
、
公
明
党
、
共
産
党
、
新
自
由
ク
ラ
ブ
、
諸
派
か
ら
各
一
名

(
順
に
斉
藤
実
、
多
国
光
雄
、
土
谷
享
、
滑
川
清
文
)
、
計
八
名
が
連
続
し
て
立
候
補
し
て
お
り
、
他
に
一
九
八

O
年
に
無
所
属
の
沖
回
豊

春
が
立
候
補
し
て
い
る
。
当
選
者
は
、
一
九
七
九
年
で
は
、
上
位
か
ら
、
横
路
、
地
崎
、
多
国
、
箕
輪
、
斉
藤
の
五
名
で
あ
り
、
一
九
八

O

年
で
は
、
上
位
か
ら
、
地
崎
、
箕
輪
、
小
林
、
横
路
、
斉
藤
の
五
名
で
あ
る
o

両
年
の
間
で
一
議
席
が
共
産
党
の
多
国
か
ら
社
会
党
の
新
人

で
あ
る
小
林
へ
と
入
れ
替
っ
た
わ
け
で
あ
る
o

第
1
表
は
札
幌
市
に
お
け
る
両
年
の
選
挙
結
果
及
び
我
々
の
調
査
結
果
で
あ
る
。
現
実
の
投
票
と
サ
ン
プ
ル
の
調
査
結
果
が
も
っ
と
も
大

北法32(4・3)789



説論

単位:パーセント各候補の得票率

同
1980年

サーンブノレ

1979年
同

1980年
投票結果
1979年

22.4 
(25. 3) 

18.7 
(22.2) 

14.4 
(21.2) 

11.6 
(18. 1) 

地崎
(自〉

10.5 
(11.8) 

7.6 
(9. 1) 

8.6 
(12.7) 

6.8 
(10.6) 

箕 輪
(自〉

15.5 
(17.5) 

11. 6 
(13.8) 

11. 1 
(16.4) 

8.3 
(13.0) 

小林
(社〉

16.8 
(19.0) 

19.7 
(23.4) 

11.8 
(17.4) 

13.2 
(20.7) 

横 路
(社)

2.3 
(2.6) 

2.7 
(3.2) 

2.0 
(3.0) 

2.9 
(4.5) 

土 谷
(新自の

8.9 
(10. 1) 

9.6 
(11.4) 

10.2 
(15.0) 

10.2 
(16.0) 

斉藤
〈公)

11. 6 
(13.2) 

13.9 
(16.6) 

9.3 
(13.7) 

10.6 
(16.5) 

多 田
(共〉

.3 
(.3) 

.2 
(.2) 

.3 
(.4) 

.3 
(.5) 

滑川
〔諸〉

(.1) 

9.5 

2. 1 4. 1 

100.0 100.0 100.0 100.0 計

N=1509 N=1175 

註:上段は絶対得票率、( )内は相対得票率。

き
く
食
い
違
う
点
は
棄
権
で
あ

北法32(4・4)790

11.9 

(.1) 

:l1. S 

.7 

る
o

サ
ン
プ
ル
調
査
で
は
、
棄

権
者
は
不
在
な
ど
の
理
由
で
面

接
が
容
易
で
な
い
こ
と
が
多

く
、
過
小
代
表
さ
れ
が
ち
で
あ

る
。
棄
権
、
無
効
を
除
い
て
相

対
得
票
率
を
検
討
し
て
み
よ

う

一
般
的
に
い
っ
て
、
相
対

35.7 

.4 

得
票
率
に
お
い
て
は
、

サ
ン
プ

1中国
〈無〉

権イー一川一
i

ル
は
現
実
の
得
票
率
を
か
な
り

の
程
度
正
確
に
反
映
し
て
い

サ
ン
プ
ル
得
票
率
が
現
実
の
そ
れ
よ
り
わ
ず
か
に
高
く
な
っ
て
お
り
、
斉
藤
の
サ
ン
プ
ル
得
票
率
は
現
実
の
そ
れ
よ
り
や
や
低
く
な
っ
て
い

る
。
た
だ
、
地
崎
及
び
横
路
の

棄

無

る
。
サ
ン
プ
ル
調
査
で
は
、
人
気
候
補
の
得
票
率
が
高
く
な
る
こ
と
、
公
明
党
候
補
の
そ
れ
が
低
く
な
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
我
々
の
サ
ン
プ
ル
は
二
度
の
総
選
挙
に
お
け
る
投
票
動
向
を
ほ
ぼ
正
確
に
捉
え
て
い
る
と
い
え
よ

う

北
海
道
一
区
は
事
実
上
、
白
、
社
、
公
、
共
の
六
候
補
が
五
議
席
を
争
う
選
挙
区
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
各
候
補
に
と
っ
て
札
幌
市
の

票
田
と
し
て
の
重
要
性
は
一
様
で
は
な
い
。
箕
輪
候
補
は
小
樽
市
に
大
票
田
を
も
ち
、
札
幌
市
で
は
他
の
有
力
候
補
に
比
べ
て
得
票
率
が
低



ぃ
。
七
九
年
に
お
い
て
、
箕
輪
候
補
が
札
幌
市
で
得
た
票
は
彼
の
総
得
票
の
四
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の

候
補
の
札
幌
市
に
お
け
る
得
票
が
そ
れ
ぞ
れ
の
総
得
票
に
占
め
る
比
率
は
、
小
林
候
補
で
六
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
多
田
候
補
で
六
九
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
残
る
三
名
の
有
力
候
補
で
は
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
。

第
1
表
か
ら
見
る
限
り
、
札
幌
市
に
お
け
る
両
年
の
聞
の
投
票
の
変
化
は
次
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
o

第
一
に
、
自
民
党
の
二
候
補
が

得
票
率
を
伸
ば
し
た
こ
と
で
あ
る
o

二
候
補
合
わ
せ
て
、
絶
対
得
票
率
で
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
相
対
得
票
率
で
は
五
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の

伸
び
で
あ
る
。
我
々
の
調
査
に
お
い
て
も
自
民
党
の
伸
び
は
絶
対
得
票
率
で
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
相
対
得
票
率
で
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
o

す
な
わ
ち
、
自
民
党
に
は
得
票
の
純
増
が
あ
り
、
そ
れ
が
シ
ェ
ア
の
増
加
に
も
な
っ
て
い
る
o

第
二
に
、
社
会
党
は
絶
対
得

票
率
を
七
九
年
の
一
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
八

O
年
の
二
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
わ
ず
か
に
伸
ば
し
て
い
る
。
し
か
し
、
相
対
得
票
率

投票行動と決定因

で
は

0
・
て
ハ

l
セ
γ
ト
の
伸
び
に
す
ぎ
な
い
。
社
会
党
の
中
で
小
林
候
補
は
絶
対
得
票
率
を
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
伸
ば
し
て
初
当
選
を
果

た
し
、
横
路
候
補
は
逆
に
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
減
ら
し
て
前
回
ト
y

プ
当
選
か
ら
今
回
四
位
当
選
へ
と
後
退
し
て
い
る
。
小
林
候
補
は
七
九

年
か
ら
立
候
補
し
た
国
労
出
身
の
候
補
者
で
あ
り
、
次
点
と
し
て
は
全
国
最
高
位
の
得
票
を
集
め
て
お
り
、
そ
れ
が
今
回
の
得
票
の
伸
び
に

結
び
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
横
路
候
補
は
幅
広
い
大
衆
的
人
気
を
も
つ
い
わ
ゆ
る
二
世
議
員
で
あ
る
。
労
働
組
合
組
織
の
支
援
割
り
当

て
は
両
年
と
も
小
林
候
補
と
横
路
候
補
に
七
五
対
二
五
と
い
わ
れ
て
い
に
o

支
援
割
り
当
て
に
あ
る
程
度
沿
っ
た
投
票
が
な
さ
れ
て
両
名
と

も
当
選
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
o

第
三
に
、
公
明
党
の
斉
藤
候
補
は
両
年
と
も
絶
対
得
票
率
で
一

0
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
維
持
し
た
の
に
対

し
て
、
共
産
党
の
多
国
候
補
は
絶
対
得
票
率
で
-
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
相
対
得
票
率
で
は
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
票
を
減
ら
し
た
結
果
、
次
点

と
な
っ
た
。
両
党
と
も
支
持
基
盤
が
安
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
札
幌
市
に
お
い
て
は
、
公
明
党
よ
り
共
産
党

の
方
が
浮
動
票
に
頼
っ
て
い
る
側
面
が
強
い
と
さ
れ
て
い
が
o

こ
の
こ
と
に
加
え
、
共
産
党
で
は
今
回
の
ダ
ブ
ル
選
挙
で
組
織
へ
の
負
荷
が

過
重
と
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
一
切
o

公
明
党
は
八

O
年
総
選
挙
で
は
じ
め
て
公
民
共
闘
を
成
立
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
票

北法32(4・5)791



説
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H
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減
を
食
い
止
め
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
o

な
お
、
我
々
の
サ
ン
プ
ル
で
は
公
明
党
百
一
討
が
過
小
代
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
実
の
得
票
率
と

北法32(4・6)792

食
い
違
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
公
明
党
得
票
率
の
減
少
は
共
産
党
の
そ
れ
よ
り
も
小
さ
い
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

吾'A
nHs 

で
は
次
に
、
職
業
、
年
令
、
性
、
学
歴
と
い
っ
た
社
会
学
的
要
因
と
投
票
と
の
関
係
の
検
討
に
移
ろ
う
。
我
国
に
お
い
て
は
、
社
会
学
的

要
因
は
投
票
行
動
の
決
定
因
と
し
て
は
説
明
力
が
弱
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
基
本
的
要
因
は
投
票
行
動
の
変
化
を
追
う
た

め
に
は
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
学
的
要
因
と
投
票
と
の
関
係
を
み
る
こ
と
に
よ
り
、
各
候
補
の
特
質
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

第
1
図
は
、
七
九
年
に
お
け
る
上
述
の
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
投
票
傾
向
を
棒
グ
ラ
フ
で
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
o

ま
ず
、
職
業
と
投
票
と
の

関
係
を
み
て
み
よ
う
o

第
一
に
、
商
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
経
営
及
び
管
理
職
の
人
々
に
地
崎
候
補
へ
の
投
票
が
多
い
。
彼
は
い
わ
ば
札
幌
市
に

お
け
る
保
守
の
大
物
候
補
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
o

第
二
に
、
こ
れ
に
対
し
て
、
箕
輪
候
補
は
自
由
業
を
除
け
ば
、
す

べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
ほ
ぼ
ま
ん
べ
ん
な
く
得
票
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
自
由
業
は
サ
ン
プ
ル
内
の
数
が
一
回
と
少
な
く
あ
ま
り
信

頼
で
き
な
い
が
、
笠
、
輪
候
補
が
医
師
で
あ
り
、
札
幌
市
医
師
会
の
支
持
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
得
票
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
o

地
崎
候
補
と
箕
輪
候
補
の
得
票
パ
タ
l
ソ
は
対
照
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
o

第
三
に
、
社
会
党
の
両
候
補
を
み
る
と
、
小
林
候
補
は
事

務
職
、
労
務
、
学
生
の
聞
で
横
路
候
補
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
横
路
候
補
の
方
が
人
気
が
高
い
。

労
働
組
合
主
導
型
の
小
林
候
補
、
幅
広
い
人
気
を
も
っ
横
路
候
補
と
い
う
対
照
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
付
け
加
え
れ
ば
、
主
婦
層
及
び

家
事
・
無
職
層
に
お
い
て
は
横
路
候
補
が
他
の
す
べ
て
の
候
補
に
優
っ
て
得
票
し
て
お
り
、
女
性
に
人
気
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
o

第
四

に
、
公
明
党
の
斉
藤
候
補
の
得
票
に
は
顕
著
な
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
が
、
強
い
て
い
え
ば
、
管
理
職
、
専
門
職
、
学
生
と
い
っ
た
高
学
歴
層

か
ら
の
得
票
が
や
や
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
第
五
に
、
共
産
党
の
多
国
候
補
の
得
票
に
つ
い
て
は
、
労
務
及
び
脹
売
・
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
労

働
者
層
と
、
専
門
職
及
び
学
生
と
い
う
い
わ
ば
イ
ン
テ
リ
層
に
お
い
て
得
票
が
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
o

次
に
、
性
、
学
歴
、
年
令
と
投
票
の
関
係
を
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。
女
性
に
お
い
て
得
票
率
が
高
く
な
る
の
が
横
路
、
斉
藤
の
両
候
補
で



投票行動と決定因

第 1図 79年職業、性、学歴、年齢と投票候補
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説

あ
る
。
横
路
候
補
の
場
合
、
主
婦
及
び
家
事
・
無
職
層
で
得
票
率
が
高
い
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
当
然
で
あ
ろ
う
。
斉
藤
候
補
の
場
合
、
公
明

党
の
支
持
者
に
創
価
学
会
会
員
が
多
く
、
そ
の
中
で
女
性
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
納
得
で
き
る
v

小
林
、
地
崎
、
多
国
の

一
ニ
候
補
は
男
性
に
お
い
て
得
票
率
が
高
い
。

吾辺斗

同岡

学
歴
に
つ
い
て
は
、
地
崎
、
斉
藤
両
候
補
が
低
学
歴
に
お
け
る
得
票
率
が
高
く
、
横
路
、
多
田
両
候
補
が
高
学
歴
に
な
る
ほ
ど
得
票
率
が

高
く
な
っ
て
い
る
o

ま
た
、
小
林
候
補
は
、
中
学
歴
層
で
比
較
的
高
い
得
票
を
得
て
い
る
。
一
般
に
、
高
学
歴
で
あ
る
ほ
ど
革
新
志
向
が
強

く
、
共
産
党
や
社
会
党
へ
の
投
票
が
増
す
。
北
海
道
一
区
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
が
、
社
会
党
は
二
世
議
員
で
あ
り
東
大
法
学
部
卒
の
エ

リ
ー
ト
で
あ
る
横
路
候
補
と
、
国
労
出
身
で
あ
り
労
働
組
合
の
支
援
を
受
け
た
小
林
候
補
と
対
照
的
な
候
補
を
出
し
て
い
る
の
で
、
横
路
候

補
に
は
高
学
歴
層
の
支
持
が
集
ま
り
、
小
林
候
補
に
は
中
学
歴
層
か
ら
の
得
票
が
多
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

年
令
と
投
票
の
関
係
で
は
、
高
年
令
層
に
な
る
ほ
ど
自
民
党
の
得
票
率
が
高
く
な
り
、
共
産
党
の
そ
れ
は
低
く
な
る
。
社
会
党
は
三

O

代
、
四

O
代
で
得
票
率
が
高
く
、
二

O
代
及
び
高
年
令
層
で
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
社
会
党
の
中
で
横
路
候
補
は
各
年
令
層
か
ら

あ
る
程
度
高
い
得
票
率
を
得
て
お
り
、
世
代
を
越
え
た
支
持
が
あ
る
と
い
え
よ
う
o

以
上
、

一
九
七
九
年
総
選
挙
に
お
け
る
サ
ン
プ
ル
調
査
に
よ
っ
て
、
札
幌
市
に
お
け
る
各
候
補
の
特
質
及
び
有
権
者
の
投
票
傾
向
に
つ
い

て
概
観
し
た
。

そ
れ
で
は
、

八

O
年
の
パ

八
O
年
総
選
挙
に
お
い
て
有
権
者
の
投
票
傾
向
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、
こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
に
、

ネ
ル
・
サ
ン
プ
ル
に
お
け
る
職
業
、
性
、
学
歴
、
年
令
と
投
票
と
の
関
係
を
見
ょ
う
o

第
2
図
は
、

八
O
年
の
調
査
結
果
で
あ
る
。
ま
ず
、

職
業
と
投
票
と
の
関
係
を
見
ょ
う
。
第
一
に
、
地
崎
候
補
は
七
九
年
に
お
い
て
も
得
票
率
の
高
か
っ
た
商
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
経
営
及
び
管
理

職
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
一
層
得
票
率
を
上
げ
て
い
る
o

さ
ら
に
、
そ
の
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
も
少
し
ず
つ
な
が
ら
得
票
率
は
上

昇
し
て
い
る
。
八

O
年
の
衆
議
院
解
散
時
、
地
崎
氏
は
第
二
次
大
平
内
閣
の
運
輸
大
臣
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
彼
の
得
票
上
昇
の
一
因
と
考
え

北法32(4・8)794



投票行動と決定因

第2図 80年 職業、性、学歴、年齢と投票候補
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説

ら
れ
る
o

第
二
に
、
箕
輪
候
補
に
つ
い
て
も
得
票
率
の
上
昇
が
指
摘
で
き
る
。
箕
輪
候
補
は
七
九
年
に
お
い
て
は
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
ま
ん

べ
ん
な
く
得
票
し
て
い
た
が
、
八

O
年
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
地
崎
候
補
の
得
票
パ
タ
ー
ン
と
類
似
し
て
き
て
お
り
、
商
工
業
・
サ
ー
ビ
ス

経
営
及
び
管
理
職
層
に
お
け
る
得
票
率
増
が
明
瞭
と
な
っ
て
い
る
o

第
三
に
、
自
民
党
の
両
候
補
が
得
票
率
を
伸
ば
し
た
の
に
対
し
、
社
会

党
で
は
小
林
候
補
が
当
選
閤
に
ま
で
票
を
伸
ば
し
、
横
路
候
補
は
小
林
候
補
が
伸
び
た
分
に
匹
敵
す
る
票
を
減
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
両
候

補
に
見
ら
れ
た
対
照
的
な
得
票
パ
タ
ー
ン
は
ほ
ぼ
消
滅
し
て
い
る
o

新
人
の
小
林
候
補
の
知
名
度
が
両
年
の
総
選
挙
に
よ
っ
て
上
昇
し
、
有

力
新
人
と
し
て
幅
広
い
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
ま
た
、
社
会
党
内
に
お
け
る
労
働
組
合
の
支
持
割
り
当
て
が
よ
う
や
く
徹
底
し

て
き
た
こ
と
が
、
社
会
党
の
二
議
席
回
復
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
o

も
っ
と
も
、
安
定
し
た
支
持
組
織
を
も
た
な
い
横
路
候
補
が
組

::?:A 
民間

合
支
持
割
り
当
て
の
徹
底
の
た
め
大
幅
な
得
票
減
を
す
る
の
で
は
な
い
か
と
強
い
危
機
感
を
も
ち
、
必
死
の
防
戦
に
努
め
て
い
た
こ
と
も
事

(
川
け
)

実
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
事
務
職
や
主
婦
層
に
お
い
て
、
得
票
率
を
ほ
と
ん
ど
減
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る
o

第
四
に
、
公
明
党
の
斉
藤
侯

補
、
共
産
党
の
多
田
候
補
と
も
得
票
率
を
減
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
斉
藤
候
補
の
場
合
に
は
、

八
O
年
の
得
票
パ
タ
ー
ン
は
七
九
年
の
そ
れ

と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
わ
ず
か
ず
つ
票
を
減
ら
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
共
産
党
の
多
国
候
補
の
場
合
に

は
、
得
票
パ
タ
ー
ン
の
変
化
は
斉
藤
候
補
よ
り
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、
多
国
候
補
の
得
票
率
は
七
九
年
で
高
か
っ
た
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

う
ち
、
労
務
層
で
は
増
加
し
た
が
、
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
、
専
門
職
、
学
生
に
お
い
て
は
減
少
し
て
い
る
。
札
幌
市
の
共
産
党
票
は
浮
動
票
が

多
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
納
得
で
き
る
。

次
に
性
と
投
票
と
の
関
係
の
変
化
を
見
ょ
う
。
両
年
を
通
じ
て
、
横
路
、
斉
藤
両
候
補
が
男
性
よ
り
女
性
か
ら
高
い
得
票
率
を
得
て
お

り
、
小
林
、
地
崎
、
多
田
の
三
候
補
は
逆
に
男
性
か
ら
高
い
得
票
率
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、

や
や
詳
し
く
み
れ
ば
興
味
深
い
変
化
が
見
ら

れ
る
。
第
一
に
、
女
性
に
お
け
る
横
路
得
票
率
は
両
年
で
変
化
し
て
い
な
い
が
、
男
性
で
は
減
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
o

第
二
に
、
箕
輪
候

補
の
得
票
率
は
、
七
九
年
で
は
や
や
女
性
で
高
か
っ
た
の
に
対
し
、
八

O
年
で
は
こ
れ
が
逆
転
し
て
男
性
で
高
く
な
っ
て
い
る
。
職
業
と
投

北法32(4・10)796



票
と
の
関
係
で
見
ら
れ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、

こ
こ
で
も
箕
輪
候
補
の
得
票
パ
タ
l
γ
が
地
崎
候
補
の
そ
れ
と
類
似
し
て
き
た
こ
と
が
現
わ

れ
て
い
る
o

学
歴
と
投
票
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

七
九
年
と
八

O
年
の
総
選
挙
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

最
後
に
、
年
令
と
投
票
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
第
一
に
、
自
民
党
の
二
候
補
が
五

O
代
以
上
の
高
年
令
層
で
得
票
率
を

増
大
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
高
年
令
層
に
お
け
る
自
民
党
得
票
率
は
圧
倒
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
o

第
二
に
、
社
会
党
の
得

票
の
中
で
小
林
候
補
と
横
路
候
補
は
各
年
令
層
で
ほ
ぼ
対
等
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
年
令
層
に
お
い
て
小
林
候
補
が
得
票

率
を
上
げ
、
逆
に
横
路
候
補
は
得
票
率
を
下
げ
て
い
る
o

第
三
に
、
全
体
と
し
て
言
え
ば
、
高
年
令
層
の
保
守
的
傾
向
及
び
低
年
令
層
の
革

新
的
傾
向
が
七
九
年
よ
り
一
層
明
瞭
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

党
首
イ
メ
ー
ジ
と
投
票

七
九
年
か
ら
八

O
年
へ
の
変
化
は
、
自
民
党
得
票
率
の
増
大
、
社
会
党
得
票
率
の
停
滞
、
そ
し
て
公
明
、
共
産
両

党
の
得
票
率
の
減
少
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
o

我
々
は
、
職
業
、
性
、
学
歴
、
年
令
と
い
う
社
会
学
的
要
因
と
投
票
と
の
関
係
を
検
討
し
な

が
ら
、
投
票
変
化
の
原
因
に
つ
い
て
選
挙
区
特
有
の
事
情
を
も
簡
単
に
考
察
し
て
き
た
o

前
節
で
見
た
よ
う
に
、

投票行動と決定因

し
か
し
な
が
ら
、
自
民
党
得
票
率
の
増
大
は
選
挙
区
特
有
の
事
情
の
み
に
帰
し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
八

O
年
に
お
け
る
白
民
党
勝
利

の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
大
平
首
相
の
劇
的
な
死
が
多
く
の
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
大
平
氏
の
死
の
影
響
は
大
体

次
の
三
点
に
要
約
で
き
る
。
第
一
に
、
大
平
氏
の
死
に
よ
り
野
党
は
攻
撃
目
標
を
失
い
、
明
確
な
争
点
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
こ
と
で
あ
問
。
第
二
に
、
自
民
党
内
が
大
平
首
相
の
急
逝
を
機
に
派
閥
抗
争
を
中
断
し
て
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
党
の
一
体
性
を
回
復
し
た

北法32(4・11)797
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ハ
日
出
)

こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
大
平
首
相
の
死
を
痛
ま
し
く
感
じ
た
有
権
者
が
そ
れ
ま
で
も
っ
て
い
た
投
票
意
図
を
変
え
て
自
民
党
へ
投
票
し
た

(
口
〉

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

=企
画岡

以
上
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
大
平
現
象
」
の
う
ち
、
第
三
の
点
を
投
票
行
動
研
究
の
文
脈
で
捉
え
な
お
せ
ば
、
政
党
の
党
首
に
対

す
る
有
権
者
の
評
価
、
態
度
あ
る
い
は
そ
の
変
化
が
投
票
決
定
あ
る
い
は
投
票
の
変
化
の
大
き
な
要
因
に
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

我
々
の
両
年
の
サ
ン
プ
ル
調
査
に
は
、
自
民
党
、
社
会
党
の
党
首
及
び
回
答
者
が
投
票
し
た
政
党
の
党
首
に
つ
い
て
、
指
導
者
の
資
質
と
考

え
ら
れ
る
一
一
項
目
を
そ
れ
ぞ
れ
五
段
階
で
評
価
さ
せ
る
設
問
群
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
設
問
群
を
用
い
て
、
故
大
平
首
相
及
び
飛

鳥
聞
社
会
党
委
員
長
に
対
す
る
有
権
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
分
析
し
、
合
わ
せ
て
「
大
平
現
象
」
が
札
幌
市
に
お
い
て
見
ら
れ
る
か
否
か
を
見
て

み
よ
う
。

党
首
イ
メ
ー
ジ
の
構
造

第
3
図
は
一
一
項
目
に
つ
い
て
大
平
、
飛
鳥
田
両
党
首
が
得
た
平
均
得
点
の
グ
ラ
フ
で
あ
る
o

七
九
年
に
お
け
る
大
平
イ
メ
ー
ジ
は
よ
く

な
い
。
わ
ず
か
に
「
能
力
」
の
項
目
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
を
下
さ
れ
て
い
る
。

全
項
目
通
し
て
の
平
均
は
一
一
了
五
五
で
あ
る
。
大
平
氏
に
比
べ
れ
ば
飛
鳥
田
氏
は
概
し
て
よ
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ
て
い
る
。
飛
鳥
田
氏
は

「
若
々
し
さ
」
の
項
目
を
除
い
て
す
べ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
o

飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
の
全
項
目
通
し
て
の
平
均
は
二
・

八
二
で
あ
る
。
た
だ
、
大
平
氏
の
設
問
よ
り
も
飛
鳥
田
氏
の
そ
れ
の
方
が
無
回
答
の
比
率
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
大
平
氏
の
設
問
に
対
し
て

は
、
九
一
・
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
々
が
少
な
く
と
も
一
つ
の
項
目
に
回
答
し
て
お
り
、

一
人
当
た
り
の
平
均
回
答
数
は
八
・
九
個
で
あ
る
。

し
か
し
、
飛
鳥
田
氏
の
設
聞
に
対
し
て
は
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
項
目
に
回
答
し
た
人
は
七
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、

(
凶
)

平
均
回
答
数
は
七
・
六
個
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
よ
き
に
つ
け
あ
し
き
に
つ
け
、
有
権
者
に
と
っ
て
は
飛
鳥
田
氏
よ
り
も
大
平
氏
の
方
が

一
人
当
た
り
の

北法32(4・12)798



第 3図-a.大平イメージ

トー-<・ 79年

・--..80年

庶民的でない

能力がない

者々 Lくない

哀がある

感じがよくない

説得力がない

暗い

ぐずぐすしている

かたよっている

場あたり的

硬直

庶民的

能力がある

若々しい

卒直

好惑がもてる

説得力がある

明るい

決断力がある

公平にみる

長期的

柔軟

2 3 4 5 
非常じややどちらやや非常に

ともい

えない

第3図-b.飛鳥田イメージ

庶民的てーない

能力がない

若々しくない

袋がある

感じがよくない

沿得力がない

暗い

ぐずぐずLている

かたよっている

I島あたり的

硬直

-ー一・ 79年

・--・ 80年

234  5 
非常にややどちらや や JI常に

ともし‘

えない

評
価
し
や
す
い
わ
け
で
あ
り
、
日
常
生
活
の
中
で
い
わ
ば
身
近
な
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
o

な
お
、
七
九
年
に
お
け
る
両
党
首
イ
メ
ー
ジ

の
グ
ラ
フ
を
投
票
政
党
の
グ
ル
ー
プ
毎
に
作
成
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
形
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
グ
ラ
フ
が
各
グ
ル
ー
プ
で
左
右
に
移
動

す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
の
度
合
は
異
な
る
に
せ
よ
、
両
党
首
イ
メ
ー
ジ
が
上
掲
の
グ
ラ
フ
の
示

す
よ
う
な
形
で
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
各
投
票
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
両
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
全
項
目
を
通
し
て
の
平
均

七
九
年
に
お
い
て
大
平
イ
メ
ー
ジ
が
自
民
党
投
票
者
に
と
っ
て
さ
え
も
飛
鳥

投票行動と決定図

点
を
第

2
表
に
あ
げ
て
お
く
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

田
イ
メ
ー
ジ
よ
り
よ
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。

庶民的

能力がある

若々しい

平直

好感がもてる

説得力がある

明るい

決断力がある

公、Fにみる

長期的

柔軟

北法32(4・13)799
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1980年
大平飛鳥田

論

両党首イメージの平均点

1979年
大平飛鳥回

第 2表

票
党
一

投
政

は
二
・
九
五
で
あ
り
、

自 3.07 2.68 2.89 3.04 民

2.73 

3.07 

3. 10 

3. 14 3.25 2.99 3.64 

止土 2.95 

さ
て
、
次
に
八

O
年
に
お
け
る
両
党
首
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
o

大
平

2.96 

3.31 

3.30 

3.57 

3.03 

キ在棄

全

イ
メ
ー
ジ
は
一
一
項
目
全
て
に
お
い
て
明
瞭
に
好
転
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

グ
ラ
フ

2.66 

2.92 

2.86 

3. 12 

の
形
は
あ
ま
り
変
化
し
て
い
な
い
も
の
の
、
「
庶
民
性
」
、
「
能
力
」
、
「
好
感
」
、

2.81 

3.74 

3.72 

3.89 

3.60 

2.82 

期
的
」
、
「
柔
軟
」
の
有
一
項
目
で
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
特

会

産

明

新自ク

さ
」
の
項
目
で
飛
鳥
田
氏
の
評
価
は
や
や
好
転
し
て
い
る
。
全
項
目
通
し
て
の
平
均

八
カ
月
で
・
一
三
下
降
し
て
い
る
。
八

O
年
に
お
け
る
無
回
答
者
の
比
率
は
パ
ネ
ル
・
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
こ
と
も
あ

社

公

共

に
、
「
庶
民
的
」
、
「
好
感
」
と
い
う
非
政
治
的
資
質
に
お
い
て
好
転
の
度
合
が
大
き

ぃ
。
全
項
目
通
し
て
の
平
均
は
三
・
一
二
で
あ
り
、
七
九
年
よ
り
・
四
三
上
昇
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
は
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
悪
化
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、

大
平
氏
の
死
因
が
老
人
に
多
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
か
、
「
若
々
し

一
人
当
た
り
の
平
均
回
答

り
、
低
く
な
っ
て
い
る
。
九
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
少
な
く
と
も
一
項
目
に
回
答
し
て
お
り
、

数
は
九
・
八
個
で
あ
る
。
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
九

0
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
少
な
く
と
も
一
項
目
に
回
答
し
て
お
り
、

一
人
当
た

ル
ご
」
人

d

、

り
の
平
均
回
答
数
は
九
・
一
個
で
あ
る
。
七
九
年
の
場
合
と
同
様
に
、
両
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
グ
ラ
ブ
を
投
票
政
党
グ
ル
ー
プ
毎
に
作
成
し
た

グ
ラ
フ
の
形
状
は
や
は
り
差
が
な
か
っ
た
o

両
党
首
イ
メ
ー
ジ
は
広
く
有
権
者
に
共
有
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
2
表
に
、
各

投
票
政
党
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
両
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
全
項
目
を
通
し
て
の
平
均
点
を
掲
げ
て
あ
る
o

こ
こ
で
一
つ
だ
け
指
摘
し
て
お
け
ば
、

大
平
イ
メ
ー
ジ
の
上
昇
及
び
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
の
下
降
は
、
投
票
政
党
グ
ル
ー
プ
に
拘
ら
ず
ほ
ぼ
一
様
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
で
は
、

自
民
党
投
票
者
の
大
平
イ
メ
ー
ジ
は
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
よ
り
よ
く
な
っ
て
い
る
o

有
権
者
の
両
党
首
イ
メ
ー
ジ
を
分
析
す
る
上
で
、
以
上
の
よ
う
な
平
均
値
に
も
と
づ
く
分
析
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で 「長

北法32(4・14)800
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一
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イ

一

一

一

M
H
I
l
l
-的
力

U
J
U
国

対

I
U
|対
判
刷
新
]
率
一

言

一

民

叫

得

る

断

期

一

明

一

一
庶
能
若
卒
好
説
明
決
公
長
柔
一
説
一

も
な
い
。
有
権
者
が
両
党
首
に
対
し
て
も
つ
イ
メ
ー
ジ
の
構
造
を
知
る
た
め

に
は
、
因
子
分
析
が
適
当
で
あ
ろ
う
o

両
党
首
に
関
す
る
我
々
の
一
一
項
目

の
設
問
群
は
、
大
別
し
て
一
ニ
つ
に
分
け
ら
れ
る
o

第
一
に
、
党
首
の
政
治
的
資

質
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
能
力
」
、
「
説
得
力
、
「
決
断
力
」
、
「
長
期
的
」
、

「
柔
軟
」
の
五
項
目
で
あ
る
o
第
二
に
、
雰
囲
気
、
ム
ー
ド
に
関
す
る
も
の
で

あ
り
、
「
庶
民
的
」
、
「
若
々
し
い
」
、
「
好
感
」
、
「
明
る
い
」
の
四
項
目
で
あ

る
。
第
三
に
、
倫
理
的
側
面
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
卒
直
」
、
「
公
平
」
の

二
項
目
で
あ
る
。
有
権
者
が
こ
れ
ら
三
つ
の
設
問
群
を
ど
の
よ
う
に
関
連
づ

け
て
捉
え
、
何
を
重
視
し
て
評
価
を
下
し
て
い
る
か
を
見
る
わ
け
で
あ
る
。

第
3
表
は
、
両
年
の
大
平
、
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
の
主
成
分
因
子
分
析
の
結

(
叫
悶
〉

果
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
固
有
値
が
一
以
上
の
因
子
は
一
つ
し
か
抽
出
さ
れ
な
か
っ
た
o

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
因
子
の
説
明
率
は
い
ず
れ
も

五
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
て
お
り
、
高
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
一
個
の
設
聞
に
よ
る
有
権
者
の
党
首
イ
メ
ー
ジ
は
そ
の
基
底

に
、
一
般
的
評
価
の
因
子
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
o

こ
こ
で
行
な
っ
て
い
る
因
子
分
析
で
抽
出
さ
れ
た
一
般
的
評
価
の
因
子
は
一
一
個

す
べ
て
の
回
答
で
高
い
因
子
負
荷
を
も
っ
て
い
る
が
、
特
に
、
「
好
感
」
と
「
説
得
力
」
は
い
ず
れ
の
分
析
で
も
上
位
三
位
に
入
る
大
き
な

負
荷
を
も
っ
て
い
る
o

有
権
者
は
、
こ
う
し
た
回
答
を
中
心
と
し
た
一
般
的
評
価
軸
で
両
党
首
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

党
首
イ
メ
ー
ジ
の
因
子
分
析
の
結
果
、
す
べ
て
に
お
い
て
説
明
率
の
高
い
因
子
が
一
個
だ
け
抽
出
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
次
の
三
点
の
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
有
権
者
の
全
サ
ン
プ
ル
は
一
一
個
の
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
設
聞
に
答
え
る
際
、
個
別
的
に
党
首
の
資
質
を
判

断
す
る
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
大
平
、
飛
鳥
田
両
党
首
に
対
す
る
大
ま
か
な
プ
ラ
ス

1

1
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
軸
に
基
づ
い
て
答
え
て
い
る
と

投票行動と決定因
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説

い
う
こ
と
で
あ
る
o

第
二
に
、
我
々
は
き
わ
め
て
異
質
な
有
権
者
の
サ
ブ
・
グ
ル
ー
プ
を
一
ま
と
め
に
し
て
因
子
分
析
を
行
な
っ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
、
個
々
の
サ
ブ
・
グ
ル
ー
プ
が
も
っ
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
特
性
が
相
互
に
打
ち
消
し
あ
っ
た
た
め
、
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
判
断
基
準

論

と
な
っ
て
い
る
有
効
な
因
子
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
一
一
に
、
設
問
設
定
が
必
ず
し
も
よ
く
な
か
っ

こ
こ
、
つ
、

T
中
d
u
d
-

回
答
者
が
も
っ
て
い
る
党
首
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
た
め
の
有
効
な
判
断
基
準
を
探
り
あ
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
有
権
者
の
認
識
能
力
の
差
異
と
い
う
問
題
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
有
権
者
に
よ
る
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
捉
え
方
は
、
認
識
能
力
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

も
し
、
我
々
が
第
二
の
可
能
性
を
追
求
す
る
と
す
れ
ば
、

我
々
の
調
査
項
目
の
中
で
有
権
者
の
認
識
能
力
と
関
連
性
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
の
ち
、
再
び
因
子
分
析
を
行

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
変
数
は
、
一
九
七
九
年
に
つ
い
て
は
、
学
歴
及
び

N
H
K
が
三
度
に
わ
た
り
放
送
し
た
特
別
番
組
「
党
首
は

な
っ
た
。

訴
え
る
」
の
聴
取
回
数
で
あ
り
、

一
九
八

O
年
に
つ
い
て
は
、
学
歴
及
び
テ
レ
ビ
の
選
挙
特
別
番
組
の
聴
取
回
数
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
い
か
な
る
学
歴
層
に
お
い
て
も
い
か
な
る
聴
取
回
数
の
集
団
に
お
い
て
も
因
子
分
析
の
結
果
は
一
般
的
評
価
を
示
す
因
子
だ
け
し
か
抽

出
さ
れ
な
か
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
我
々
は
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
は
有
権
者
の
認
識
能
力
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
形
を
と
る
と
い
う
可

能
性
を
棄
却
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

投
票
政
党
毎
の
集
団
で
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
因
子
分
析
を
行
な
っ
て
み
る
と
、

二
つ
の
因
子
が
抽
出
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。

一
九
七
九
年

の
自
民
党
投
票
者
グ
ル
ー
プ
の
大
平
イ
メ
ー
ジ
と
一
九
八

O
年
の
社
会
党
投
票
者
グ
ル
ー
プ
の
大
平
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
第
4
表
に
そ
の
結

果
を
掲
げ
て
あ
る
。

一
九
七
九
年
の
自
民
党
投
票
者
グ
ル
ー
プ
の
分
析
に
お
い
て
第
一
因
子
は
「
公
平
」
、
「
長
期
的
」
、
「
能
力
」
と
い
っ
た

項
目
と
強
く
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
因
子
は
「
明
る
い
」
、
「
若
々
し
い
」
、
「
好
感
」
と
い
っ
た
項
目
と
強
く
結
び
つ
い
た
も
の

で
あ
る
。
「
庶
民
的
」
、
「
卒
直
」
、
「
説
得
力
」
、
「
決
断
力
」
の
項
目
は
二
因
子
と
も
に
比
較
的
高
い
負
荷
を
も
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か

北法32(4・16)802



投票行動と決定因

第4表党首イメージの因子分析(2)

(抽出された各因子のパリマッグス回転後の因子負荷〉

自民党投票者の大平イ | 社会党投票者の大平イ
メージ メージ

79年 [ 80年[ 79年 1 80年

E E 

庶民的 .494 .327 .647 .613 .155 .740 

白色 力 .600 .304 .732 .606 .538 .372 

若々しい .228 .589 .574 .594 .452 .413 

卒 直 .461 .551 .751 .671 .474 .582 

好 感 .500 .618 .834 .753 .357 .757 

説得力 .544 554 .834 .742 .773 .254 

明るい .151 .749 .684 .674 .506 .500 

決断力 .547 .532 .721 .677 .738 .282 

公・平 .605 .475 .757 .745 .573 .444 

長期的 .724 .251 .717 .629 .602 .190 

柔 軟 .552 .118 .605 .518 .481 .215 
'--v--' 

59.5% |55.8% [必 6%[ 
ζニニー二二二2

60.0% 説 明率|

一
九
七
九
年
の
自
民
党
投
票
者
は
大
平
氏
を
評
価
す
る
上
で
、

政
治
的
な
資
質
及
び
倫
理
的
な
側
面
の
評
価
軸
と
、
雰
囲
気
、

ら

ム

ド
的
な
側
面
の
評
価
軸
と
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。
次
に
一
九
八

O
年
の
社
会
党
投
票
者
の
大
平
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い

て
み
る
と
、
第
一
因
子
は
、
「
説
得
力
」
、
「
決
断
力
」
、
「
長
期
的
」
と

い
う
項
目
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
第
二
因
子
は
、
「
庶
民
的
L

、

「
好
感
」
の
項
目
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
他
の
項
目
は

因
子
と
も
に
比
較
的
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

九

八
O
年
の
社
会
党
投
票
者
も
一
九
七
九
年
の
自
民
党
投
票
者
と
同
様

に
、
政
治
的
資
質
の
評
価
軸
と
雰
囲
気
、

ム
ー
ド
的
な
評
価
軸
を
も

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
重
視
さ
れ
る
項
目
は
、
自
民
党
投
票
者
で
は

「
公
平
」
、
「
能
力
」
と
「
明
る
い
」
、
「
若
々
し
い
」
で
あ
る
の
に
対

し
、
社
会
党
投
票
者
で
は
「
説
得
力
」
、
「
決
断
力
」
、
「
庶
民
的
」
で

あ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。

き
て
、
両
党
投
票
者
の
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
因
子
数
が
両
年
で
変
化
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

に
、
全
体
の
一
サ

γ
プ
ル
の
分
析
で
は
大
平
イ
メ
ー
ジ
は
一
因
子
し
か
抽
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
投
票
者
グ
ル
ー
プ
の
分
析
で
は
二
因

子
が
抽
出
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
o

第
二
に
、
自
民
党
投
票
者
の
グ
ル
ー
プ
で
は
七
九
年
か
ら
八

O
年
の
変
化
は
、
因
子
数
の
減

少
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
の
に
対
し
、
社
会
党
投
票
者
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
因
子
数
の
増
加
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
問
題

北法32(4・17)803

す
な
わ
ち
、
第
一



説

に
つ
い
て
は
、
各
年
の
自
社
両
党
投
票
者
の
大
平
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
お
け
る
特
質
が
原
因
と
し
て
考
え
う
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
学
歴
や

特
別
番
組
の
聴
取
量
と
い
っ
た
有
権
者
の
認
識
能
力
で
は
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
の
差
異
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
認

識
能
力
で
は
な
く
て
投
票
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
、
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
の
差
異
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
自
民
党
の
党
首
、
首
相
と
し
て

論

一
九
七
九
年
に
お
い
て
自
氏
党
投
票
者
だ
け
が
大
平
イ
メ
ー
ジ
を
多
次
元
的
に
捉

一
つ
に
は
自
分
の
投
票
し
た
政
党
の
党
首
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
形
成
が
容
易
で
あ
り
、
か
つ
詳
細
で
あ
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
社
会
党
投
票
者
に
お
い
て
は
、
い
か
に
大
平
氏
が
ヴ
ィ
ジ
ブ
ル
で
あ
っ
て
も
、
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
あ
た
っ
て
詳

細
に
検
討
す
る
こ
と
な
く
一
般
的
評
価
を
下
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
有
権
者
の
党
首
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
は
、

い
わ
ば
、
選
択
的
な
ヴ
ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
の
働
き
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
o

次
に
、
第
二
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
両
年

の
間
で
大
平
イ
メ
ー
ジ
が
上
昇
し
た
こ
と
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
民
党
投
票
者
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
項
目
に
お
い

て
評
価
が
上
昇
し
た
結
果
、
項
目
聞
の
相
関
係
数
が
い
ず
れ
も
大
き
く
な
り
、
雰
囲
気
、
ム
ー
ド
的
な
評
価
と
政
治
的
資
質
等
の
評
価
と
が

重
な
り
合
っ
て
一
般
的
評
価
と
い
う
一
因
子
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
社
会
党
投
票
者
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
項
目
に
お

大
平
氏
の
ヴ
ィ
ジ
ピ
リ
テ
ィ
は
高
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

え
て
い
る
o

こ
れ
は
、

け
る
比
較
的
良
く
な
い
評
価
か
ら
、
八

O
年
に
は
評
価
す
べ
き
点
は
評
価
す
る
と
い
う
好
意
的
態
度
が
現
わ
れ
た
た
め
、
こ
こ
で
、
雰
囲

気
、
ム

l
ド
的
な
評
価
を
反
映
す
る
因
子
と
政
治
的
資
質
を
反
映
す
る
因
子
と
が
抽
出
さ
れ
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
も
、
大
平
氏
の
イ
メ
ー
ジ
の
上
昇
、
劇
的
な
死
に
よ
る
、

ヴ
ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
の
上
昇
は
、
両
党
投
票
者
に
対
し
て
異
な
っ
た
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
、
選
択
的
な
ヴ
ィ
ジ
ピ
リ
テ
ィ
の
働
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(2) 

党
首
イ
メ
ー
ジ
と
投
票
行
動

す
で
に
み
た
よ
う
に
、

七
九
年
か
ら
八

O
年
の
聞
で
大
平
イ
メ
ー
ジ
は
好
転
し
、
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
は
や
や
悪
化
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

北法32(4・18)804



投票行動と決定因

大平イメージと自民党投票

単位:パーセント( )内は実数

第5表

大平イメージ

好意的話好意全体

55.2 19.8 27.9 
年自民(I (141) (210) (384) 

投
!!ff 

t I 
χ2=152.20 P<.OO1 

ψ/rpmax=.379 rp=.332 

大平イメージ

非好意
的 体全好意的

33.3 
(383) 

20.7 
(138) 

50.7 
(245) 民自印

年
投
票

72.1 
(994) 

80.2 
(853) 

44.8 
(174) その他

66. 7 
(766) 

79.3 
(528) 

49.3 
(238) その他

100.0 
(1378) 

100.0 
(1063) 

100.0 
(315) 

司一一四日

100.0 
(1149) 

X2=113.42 P<. 001 

rp/rpmax=.378 伊=.314

100.0 
(666) 

100.0 
(483) 

'十
1

-一一一日

と
、
自
民
党
の
得
票
率
の
増
加
及
び
社
会
党
の
得
票
率
の
停
滞
と
は
符
合
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
党
首
イ
メ
ー
ジ
と
投
票
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
自
民
党
の
勝
利
が

「
大
平
現
象
」
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
説
明
さ
れ
う
る
か
を
考
察
す
る
o

な
お
、
以
下
の
議

論
で
は
、

一
一
項
目
の
党
首
イ
メ
ー
ジ
を
個
々
に
用
い
る
こ
と
を
行
な
わ
ず
、
各
回
答
者

の
一
一
個
の
回
答
の
う
ち
、
欠
損
値
を
除
い
た
平
均
得
点
を
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
イ
ン
デ
グ

ス
と
し
て
用
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
有
権
者
の
党
首
イ
メ
ー
ジ
は
個
々
の
項
目
で
独

自
に
判
断
評
価
さ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
、

一
般
的
な
プ
ラ
ス

i
l
l
マ
イ
ナ
ス
の
評
価

に
強
く
導
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
得
点
は
一
か
ら
五
ま
で
の

範
囲
の
あ
ら
ゆ
る
値
を
と
り
う
る
o

ゴ
了

O
が
中
立
点
で
あ
る
の
で
、
分
析
に
際
し
て

は
、
一
ニ
・

O
未
満
を
好
意
的
、
ゴ
了

O
以
上
を
非
好
意
的
と
し
て
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
。

ま
ず
、
各
年
に
つ
い
て
大
平
イ
メ
ー
ジ
と
白
民
党
へ
の
投
票
と
の
関
連
性
を
第

5
表
に

よ
っ
て
み
よ
う
o

七
九
年
に
お
い
て
は
、
大
平
氏
に
対
し
て
好
意
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ

五
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
自
民
党
へ
投
票
し
た
の
に
対
し
、
非
好
意
的
な
イ
メ

人
々
の
う
ち
、

ー
ジ
を
も
っ
人
々
で
は
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
自
民
党
に
投
票
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

J¥ 

O
年
に
お
い
て
は
、
大
平
氏
に
対
し
て
好
意
的
な
人
々
の
う
ち
、

五
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
非

北法32(4・19)805

好
意
的
な
人
々
の
う
ち
、
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
自
民
党
に
投
票
し
て
い
る
。
大
平
イ
メ
l

ジ
と
自
民
党
へ
の
投
票
と
の
間
に
は
、
以
上
の
よ
う
に
明
白
な
、

ど
変
わ
ら
な
い
関
連
性
が
あ
る
。
な
お
、
付
け
加
え
て
お
く
と
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
が
好
意

し
か
も
両
年
で
ほ
と
ん



説論

飛鳥田イメージと社会党投票

単位:パーセント〈 〉内は実数

飛鳥田イメージ

非好意
的 体全好意的

33.8 
(399) 

26.3 
(136) 

39.8 
(263) 

60.2 
(398) 

第 6表

飛鳥田イメージ

非好意
的

26.2 
(147) 

体全好意的

A 
A 

79 ... 土
年

投
<N 
'"て

33.7 
(358) 

42.0 
(211) 

73.8 
(414) 

58.0 
(291) 

ム"、
80 ...， 
年←

投

票
66.2 
(780) 

Z十 100.0 
(1179) 

X2=23.76 P<. 001 

<p/<pmax=.176 ¥ρ=.142 

73.7 
(382) 

100.0 
(518) 

100.0 
(661) 

その他
66.3 
(705) 

計
100.0 
(1063) 

χ2=29.72 P<.OOl 

<p/<pmax=.222 <p=.167 

100.0 
(561) 

100.0 
(502) 

その他

的
な
人
々
は
七
九
年
の
二
ニ
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
八

O
年
の
四
二
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
へ

北法32(4・20)806

と
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
を
み
る
限
り
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
と
投
票
と
の
安

定
し
た
関
連
性
及
び
、
好
意
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
人
々
の
増
加
が
、
自
民
党
の
勝
利
を

も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
o

次
に
、
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
と
社
会
党
へ
の
投
票
と
の
関
連
を
第
6
表
で
み
て
み
よ
う
。

七
九
年
に
お
い
て
は
、
飛
鳥
田
氏
に
好
意
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
人
々
の
う
ち
、

四

O
パ

1
セ
ン
ト
、
非
好
意
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
人
々
の
う
ち
、
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
社
会
党

に
投
票
し
て
い
る
。
八

O
年
に
お
い
て
は
、
好
意
的
な
人
々
の
う
ち
、
四
二
パ
ー
セ
ン
ト
、

非
好
意
的
な
人
々
の
う
ち
、
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
社
会
党
へ
投
票
し
て
い
る
。
飛
鳥
田
イ

メ
l
ジ
と
社
会
党
投
票
と
の
関
連
性
も
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
場
合
と
同
じ
く
両
年
で
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
ず
安
定
し
て
い
ス
も
し
か
し
、
そ
の
関
連
性
の
度
合
は
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
場
合

に
比
べ
低
い
。
関
連
性
の
度
合
を
示
す
相
対
フ
ァ
イ
係
数
は
大
平
イ
メ
ー
ジ
と
自
民
党
投

票
の
場
合
、
両
年
と
も
・
三
八
程
度
あ
る
の
に
対
し
、
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
と
社
会
党
投
票

の
場
合
、
七
九
年
で
は
・
一
八
と
低
く
、

八
O
年
で
や
や
高
く
な
っ
て
・
二
二
程
度
で
あ

る
。
飛
鳥
田
氏
に
対
し
て
好
意
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
人
々
の
比
率
は
七
九
年
の
五
六
・

一
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
八

O
年
の
四
七
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
減
少
し
て
い
る
。
飛
鳥
田
イ

メ
1
ジ
の
下
降
が
一
方
に
あ
り
、
他
方
で
飛
鳥
田
氏
に
好
意
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
人
々

の
社
会
党
投
票
傾
向
が
や
や
強
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
社
会
党
得
票
率
が
維
持
さ
れ
た



政党支持、大平イメージと自民党投票

単位:パーセント

( )内は実数

第 7表

投票行動と決定因

自民党支持 自民党不支持

好 意 的 話 好 意 全 体 好意的話好意全体

79 自民 83.2 63.0 71.5 15.4 6.0 7.3 

年投草宮

(154) (162) (316) (20) (48) (68) 

その他
16.8 37.0 28.5 84.6 94.0 92.7 
(31) (95) (126) (110) (758) (868) 

100.01 
(542) I 

χ2=21. 55 P<.OOl 

<p/<pmax=.297 <p=.221 

100.0 
(936) 

100.0 
(806) 

100.0 
(130) 

100.0 
(357) 

100.0 
(185) 計

χ2=14.77 P<. 001 
。o/<pmax=.180 <p=.126 

自民党支持 自民党不支持

好意的古好意全体 好意的話好意全体

80 自民
82.7 70.6 78.6 9.5 7.1 7.8 

年票投

(225) (101) (326) (20) (37) (57) 

その他
17.3 29.4 21. 4 90.5 92.9 92.2 
(47) (42) (89) (191) (486) (677) 

。、.ノ."hυ 
《
川

U
唱

E
A

n
U
4
4
 

マ
i

〆，、

χ2=8.13 P<. 01 
<p/<pmax=.194 <p=.140 

100.0 
(734) 

100.0 
(523) 

x2=1. 21 nふ

ヂ/<pmax=.089 <p=.041 

と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

100.0 
(211) 

100.0 
(143) 

100.0 
(272) 一計

さ
て
、
次
に
、
党
首
イ
メ
ー
ジ
と
投
票
と
の

関
連
性
の
検
討
に
政
党
支
持
を
加
え
て
み
よ

ぅ
。
こ
れ
ま
で
の
投
票
行
動
研
究
で
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
投
票
行
動
を
最
も
よ
く

説
明
す
る
単
一
の
変
数
は
政
党
支
持
で
あ
る
。

我
々
が
政
党
支
持
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
と

き
、
党
首
イ
メ
ー
ジ
と
投
票
と
の
関
連
性
は
ど

の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
の
調
査
で

は
、
七
九
年
か
ら
八

O
年
の
聞
に
自
民
党
の
支

持
は
三
二
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
六
・
コ
一
パ

1
セ
ン
ト
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
自
民
党
の
勝

利
は
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
上
昇
よ
り
も
政
党
支
持

の
上
昇
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
政
党
支
持
の
影
響
を
取
り
去
っ
た
後
に

北法32(4・21)807

も
党
首
イ
メ
ー
ジ
が
投
票
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
否
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
o

第

7
表
は
大
平
イ
メ
ー
ジ
と
自
民
党
投
票
と
の
関
係
を
自
民
党
支
持
者
、
不
支
持
者
毎
に
み
た
も
の
で
あ
る
。
七
九
年
に
お
い
て
自
民
党

支
持
者
の
う
ち
、
大
平
氏
に
対
し
て
好
意
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
人
々
の
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
自
民
党
に
投
票
し
て
い
る
o

し
か
し
、
非
好



説

意
的
な
人
々
で
も
六
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
が
自
民
党
に
投
票
し
て
い
る
。
自
民
党
不
支
持
者
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
六

北法32(4・22)808

パ
ー
セ
ン
ト
が
自
民
党
へ
投
票
し
て
い
る
。
大
平
イ
メ
ー
ジ
と
投
票
と
の
関
連
性
は
政
党
支
持
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
も
残
っ
て
は
い
る

論

が
、
弱
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
関
連
性
は
自
民
党
支
持
者
の
場
合
の
方
が
幾
分
高
い
o

大
平
イ
メ
ー
ジ
は
自
民
党
支
持

者
に
と
っ
て
、

よ
り
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で

全体

15‘9 17.0 
(67) (145) 

政党支持、飛鳥田イメージと社会党投票

単位:パーセント
( 〕内は実数

社会党不支持

非好意
的

好意的

18.0 
(78) 

体

社会党支持

非好意
的

71. 9 
(69) 

全

第 8表

78.4 
(254) 

m
印
年
投
票

83.0 
(710) 

84. 1 
(355) 

82.0 
(355) 

21. 6 
(70) 

38.6 
(27) 

18.9 
(43) その他

100.0 
(855) 

100.0 
(422) 

100.0 I 

(324) I 

X2=.69 nふ

<p/rpmax=.062 

100.0 
(433) 

100.0 
(96) 

χ2=3.42 n.s. 

<p/<pmax=.127 

100.0 
(228) E十

<p=.028 

社会党支持 社会党不 支持

好意的 非好意全体 好 意 的 非 好Z 全体
的 的

80 社会
86.8 83.0 85.6 14.7 14.8 14.8 

年投票 その他

(165) (78) (243) (46) (69) (115) 

13.2 17.0 14.4 85.3 85.2 85.2 
(25) (16) (41) (266) (398) (664) 

cp=.103 

1

l

 

n
u
¥
ノ

ィー

ハU
o
o

n
U
の
4

1
f、、

X2=.76 n.s. 

<p/<pmax=，089 

100.0 
(779) 

100.0 
(467) 

X2=.00 nふ

<p!ヂmaxニ .001

100.0 
(312) 

100.0 
(94) 

100.0 
(190) よーさロ

<p=.000 

あ
る
o

八

O
年
に
お
い
て
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
の

効
果
は
一
層
低
く
な
っ
て
い
る
。
自
民
党
不
支

持
者
に
お
い
て
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
と
自
民
党
投

票
と
の
間
に
は
有
意
な
関
連
性
が
認
め
ら
れ
な

ぃ
。
自
民
党
不
支
持
者
の
場
合
、
大
平
氏
に
好

ヂ=.052

意
的
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
自
民
党
に
投
票

す
る
傾
向
は
小
さ
い
の
で
あ
る
。
自
民
党
支
持

者
に
お
い
て
も
、
大
平
氏
に
対
し
て
好
意
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
人
々
と
非
好
意
的
な
イ
メ

l

ジ
を
も
っ
人
々
の
自
民
党
投
票
率
は
そ
れ
ぞ
れ

八
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

り

一
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
差
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
自
民
党
支
持
者
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
大

平
氏
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
好
意
的
で
な
く
と



も
自
民
党
に
投
票
す
る
傾
向
が
大
き
い
わ
け
で
あ
る
o

以
上
の
こ
と
か
ら
、
自
民
党
投
票
に
対
す
る
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
効
果
は
、
政
党
支
持

の
そ
れ
よ
り
か
な
り
小
さ
い
。
し
か
も
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
が
上
昇
し
た
八

O
年
に
お
け
る
投
票
へ
の
効
果
は
一
層
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

第
8
表
は
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
と
社
会
党
投
票
と
の
関
係
を
社
会
党
支
持
者
、
不
支
持
者
毎
に
み
た
も
の
で
あ
る
o

七
九
年
に
お
い
て
、
社

会
党
支
持
者
で
飛
鳥
田
氏
に
対
し
て
好
意
的
な
人
々
の
う
ち
、
八
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
社
会
党
に
投
票
し
た
の
に
対
し
、
非
好
意
的
な
人
々
で

は
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
同
党
に
投
票
し
て
い
る
o

わ
ず
か
な
が
ら
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
の
投
票
へ
の
効
果
が
社
会
党
支
持
者
の
中
で
う
か
が
え

る
よ
う
で
あ
る
が
、
統
計
的
に
は
有
意
な
関
連
性
と
は
い
え
な
い
o

残
り
の
表
に
つ
い
て
は
、
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
の
高
低
と
社
会
党
へ
の
投

票
と
の
関
係
は
ま
っ
た
く
な
い
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
は
政
党
支
持
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
と
き
、

投
票
に
対
し
て
独
立
し
た
影
響
力
を
も
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

一
見
、
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
と
社
会
党
投
票
と
の
間
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

た
関
連
性
は
、
実
は
政
党
支
持
と
投
票
と
の
関
係
で
し
か
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
に
拘
ら
ず
、
社
会
党
支
持
者
で
あ
る

か
否
か
が
、
社
会
党
投
票
に
と
っ
て
重
要
な
関
連
性
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

次
に
、
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
が
投
票
の
変
化
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
検
討
し
よ
う
o

七
九
年
及
び
八

O
年
の
我
々
の
調

査
が
パ
ネ
ル
調
査
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
種
の
分
析
に
と
っ
て
好
都
合
で
あ
る
。
し
か
も
、
調
査
間
隔
が
比
較
的
短
く
、

第
一
回
調
査
サ
ン
プ
ル
の
七
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
第
二
回
調
査
で
回
収
し
て
い
る
た
め
、

サ
ン
プ
ル
の
偏
り
は
小
さ
い
も
の
と
期
待
で
き

る。

投票行動と決定因

両
年
の
聞
の
投
票
変
化
を
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
解
し
、
こ
れ
と
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
上
昇
及
び
下
降
と
の
関
係
を
み
た
の
が
第
9
表
で
あ

い叩

w

全
体
で
は
二
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
両
年
と
も
自
民
党
に
投
票
し
て
い
る

H

固
い
μ

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
o

そ
し
て
、
九
・
一
ニ
パ

1
セ
ン

ト
が
新
た
に
自
民
党
に
投
票
す
る
よ
う
に
な
り
、

四
・
七
パ

l
セ
ソ
ト
が
自
民
党
へ
の
投
票
を
や
め
て
い
る
。
差
し
引
き
四
・
六
パ

l
セ
ン

ト
だ
け
自
民
党
は
得
票
を
伸
ば
し
て
い
る
。
大
平
イ
メ
ー
ジ
が
上
昇
し
た
グ
ル
ー
プ
で
は
一

0
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
投
票
政
党
を
自
民
党
に

北法32(4・23)809



;Uil 
イヒt二型j

説
さえh

長岡

第g表

体

9. 3 
(99) 

23. 9 
(255) 

4.7 
(50) 

27. 1 
(86) 

5.4 
(17) 

62. 2 
(655) 

60.9 
(193) 

62.8 
(472) 

100.0 
(1069) 

変
更
し
て
い
る
o

し
か
し
な
が
ら
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
が
下
降
し
た
グ
ル
ー
プ
に
お
い

6. 6 
(21) 

10.4 
(78) 

22.5 
(169) 

4.4 
(33) 

100.0 
(317) 

て
も
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
新
た
に
自
民
党
に
投
票
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ

メ
ー
ジ
変
化
が
自
民
党
投
票
増
加
に
結
び
つ
く
効
果
は
た
か
だ
か
立
て
八
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
る
o

ま
た
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
が
上
昇
し
た
グ
ル
ー
プ
の
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

100.0 
(752) 

が
自
民
党
を
見
捨
て
て
お
り
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
が
下
降
し
た
グ
ル
ー
プ
の
五
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
が
自
民
党
を
去
っ
て
い
る
o

大
平
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
が
自
民
党
か
ら
他

へ
流
れ
る
票
を
引
き
と
め
る
効
果
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
イ
メ
ー
ジ
上
昇
グ

計

ル
ー
プ
の
一
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
自
民
党
に
引
き
と
め
た
に
す
ぎ
な
い
。
二
つ
の
効

果
を
合
わ
せ
れ
ば
、
イ
メ
ー
ジ
上
昇
グ
ル
ー
プ
は
イ
メ
ー
ジ
下
降
グ
ル
ー
プ
よ
り

は
、
サ
ン
プ
ル
全
体
で
は
自
民
党
投
票
を
一
ニ
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
自
民
党
投
票
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
が
下
降
し
た
グ
ル
ー
プ
で
も
自
民
党
投
票
は
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
大
平
イ
メ
ー
ジ
が
上
昇
し
た
グ
ル
ー
プ
で
は
さ
ら
に
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
計
六
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
下
降
が
自
民
党
の
得
票
減
に
結
び
つ
か
な
い
よ
う
な
、
あ
る
い
は
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
下
降
を
補
っ
て
余

り
あ
る
自
民
党
へ
の
ス
イ
ン
グ
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
ス
イ
ン
グ
は
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
以
外
の
要
因
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
情
を
図
に
し
た
の
が
第

4
図
で
あ
る
。
図
の
実
線
の
矢
印
は
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
上
昇
効
果

あ
る
い
は
下
降
効
果
を
表
わ
し
、
白
故
き
の
矢
印
は
自
民
党
へ
の
ス
イ
ン
グ
を
表
わ
す
。
ス
イ
ン
グ
は
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
が
変
化
し
な
か
っ

た
場
合
に
お
け
る
自
民
党
の
投
票
率
の
増
加
量
で
あ
る
o

し
た
が
っ
て
、

ス
イ
ン
グ
の
大
き
さ
、
が
推
定
で
き
れ
ば
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
上
昇

北法32(4・24)810



大平イメージ変化と自民党投票率の変化

大平イメージ

第 4図
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、

効
果
及
び
下
降
効
果
を
分
離
し
て
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い
ま
、

サ
ン
プ
ル
全
体
に
等
し
く
生
じ
て
い
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ
の
大
き
さ
は
一
・
ニ
バ

l

ス
イ
ン
グ
が

セ
ン
ト
以
上
六
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
o

な
ぜ
な
ら
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
下
降

効
果
と
ス
イ
ン
グ
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
結
果
が
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
自
民
党
得
票
増
と

な
っ
て
お
り
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
上
昇
効
果
と
ス
イ
ン
グ
と
の
合
成
量
が
六
・

O
パ
ー

セ
ン
ト
の
自
民
党
得
票
増
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
o

自
民
党
へ
の
ス
イ
ン
グ
の
推

定
値
は
、
自
民
党
に
関
わ
る
投
票
変
化
を
従
属
変
数
と
し
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
を

独
立
変
数
と
し
て
回
帰
分
析
を
行
な
い
、
得
ら
れ
た
回
帰
式
か
ら
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
変

化
の
な
か
っ
た
場
合
の
投
票
変
化
の
度
合
を
読
み
取
る
こ
と
で
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
こ
う
し
て
分
析
し
た
結
果
、
七
九
年
か
ら
八

O
年
へ
の
自
民
党
へ
の
ス
イ
ン
グ
は

二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
上

上昇グループ
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目、

F
ノ』

r
t
t
、

投

票

率

昇
は
上
昇
グ
ル
ー
プ
の
得
票
増
で
あ
る
六
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
ス
イ
ン
グ
を
差
し
引

い
た
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
得
票
増
を
、
も
た
ら
し
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
サ
ン
プ
ル
全
体
で
は
二
・
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
得
票
増
に
な
る
。

ま
た
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
下
降
は
、
下
降
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
得
票
増
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
ス
イ
ン
グ
か
ら
差
し
引
い
た
一
・
六
パ

l
セ

投票行動と決定因

ン
ト
の
得
票
減
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
サ
ン
プ
ル
全
体
で
は
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
得
票
減
に
な
る
。
七
九
年
か
ら
八

O
年
へ

の
自
民
党
の
得
票
増
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

ス
イ
ン
グ
に
よ
る
も
の
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
上
昇
に
よ
る
も
の
二
・
一
ニ

北法32(4・25)811

パ
ー
セ
ン
ト
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
下
降
に
よ
る
も
の
マ
イ
ナ
ス
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
三
要
素
に
分
割
し
て
推
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

社
会
党
の
投
票
変
化
と
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
第
叩
表
は
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
が
上
昇
し



飛鳥田イメージの変化と投票変化

単位:パ}セント( )内は実数

l飛鳥田イメージ変化

上 昇下降全

J一社会|

i社会→社会l
変社会→他|

化他ー他(

説論

第10表

体

8.2 
(73) 

26.0 
(232) 

8.2 
(73) 

57.7 
(516) 

100.0 
(894) 計

た
グ
ル
ー
プ
と
下
降
し
た
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
投
票
の
四
つ
の
パ
タ
l
ソ
を
み
た
も

北法32(4・26)812

7.8 
(45) 

8.9 
(28) 

26.5 
(153) 

9.5 
(55) 

56.2 
(325) 

100.0 
(578) 

の
で
あ
る
o

全
体
で
は
二
六
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
両
年
と
も
社
会
党
に
投
票
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
社
会
党
へ
流
入
し
た
比
率
と
社
会
党
か
ら
流
出
し
た
比
率
は
八
・
二

パ
ー
セ
ン
ト
で
均
衡
し
て
い
る
。
両
年
に
お
い
て
社
会
党
の
得
票
率
は
変
化
し
な

か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
が
上
昇
し
た
グ
ル
ー
プ
で
は
八
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
が
社
会
党
へ
流
入
し
て
い
る
。
し
か
し
、
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
が
下
降
し
た
グ

ル
ー
プ
で
も
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
票
が
社
会
党
へ
流
入
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
が
社
会
党
の
得
票
率
増
加
に
寄
与
し
た
の
は
、
両
者

の
差
で
あ
る
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
社
会
党
か
ら
流
出
し
た
票
を
み
る

と
、
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
上
昇
グ
ル
ー
プ
で
は
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
下
降
グ
ル
ー
プ

で
は
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
に
よ
っ
て
社
会
党
か
ら
逃
げ
る
票
を
引
き
と
め
る
効
果
が
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
両
者
の
差
で
あ
る
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
ろ
う
o

以
上
の
両
者
を
合
わ
せ
て
、
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
が
社
会
党
へ
の
投

25.0 
(79) 

5.7 
(18) 

60.4 
(191) 

100.0 
(316) 

票
に
及
ぼ
し
た
効
果
は
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

社
会
党
投
票
に
つ
い
て
も
、
自
民
党
の
場
合
と
同
様
に
し
て
、
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
に
よ
ら
な
い
ス
イ
ン
グ
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
両
年
に
お
け
る
社
会
党
へ
の
投
票
の
変
化
を
従
属
変
数
と
し
、
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
を
独
立
変
数
と
し
て
回
帰
分
析

を
行
な
い
、
得
ら
れ
た
回
帰
式
か
ら
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
が
変
化
し
な
い
場
合
の
社
会
党
投
票
の
変
化
を
読
み
と
れ
ば
よ
い
。
こ
の
結
果
、
両

年
の
間
で
生
じ
た
社
会
党
へ
の
ス
イ
ン
グ
は
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
推
一
定
さ
れ
た
。
社
会
党
は
極
微
増
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
の
上
昇
が
社
会
党
に
も
た
ら
す
得
票
増
は
、
上
昇
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
得
票
増
で
あ
る
三
・
ニ
パ

l
セ
ン



ト
か
ら
ス
イ
ン
グ
を
差
し
引
い
た
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
は
、

サ
ン
プ
ル
全
体
で
は
一
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
得
票

増
と
な
る
。
ま
た
、
飛
鳥
回
イ
メ
ー
ジ
の
下
降
が
社
会
党
に
も
た
ら
す
得
票
減
は
下
降
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
得
票
減
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と

ス
イ
ン
グ
を
合
計
し
た
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
は
サ
ン
プ
ル
全
体
で
は
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
得
票
減
と
な

る
。
両
年
の
聞
で
社
会
党
の
得
票
に
変
化
は
な
い
が
、
そ
れ
は
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
ス
イ
ン
グ
と
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
上
昇
効
果
一
・

O
パ
l

セ
ン
ト
と
が
、
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
下
降
効
果
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
よ
っ
て
打
ち
消
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
分
析
の
結
果
、
両
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
が
各
党
の
投
票
変
化
に
与
え
る
効
果
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ

ぅ
。
第
一
に
、
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
上
昇
効
果
は
自
民
党
で
ゴ
了
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
社
会
党
で
ニ
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
下
降
効
果
は
そ

れ
ぞ
れ
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
き
わ
め
て
類
倒
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
が
投

票
変
化
に
与
え
た
効
果
は
質
的
に
呉
な
る
も
の
で
は
な
い
。
第
二
に
、
し
か
し
な
が
ら
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
の
上
昇
は
サ
ン
プ
ル
の
う
ち
の
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
に
生
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
の
上
昇
は
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
に
生
じ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の

大
平
イ
メ
ー
ジ
上
昇
の
量
的
な
差
が
自
民
党
得
票
を
二
・
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
さ
せ
て
い
る
o

第
三
に
、
党
首
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
に
よ
る
自

民
党
得
票
増
よ
り
も
大
き
な
自
民
党
へ
の
ス
イ
ン
グ
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
。
自
民
党
へ
の
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
ス
イ
ン
グ
が
何
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

投票行動と決定因

イ
シ
ュ

1
と
投
票

七
九
年
、

八

O
年
に
お
け
る
イ
シ
ュ

l

総
選
挙
の
度
毎
に
様
々
な
政
策
問
題
が
各
政
党
に
よ
っ
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
総
選
挙
の
結
果
が
そ
の
後
の
何
年
間
か
の
政
治
の
方

北法32(4・27)813



説

針
を
決
定
す
る
以
上
、
政
策
問
題
は
有
権
者
の
投
票
決
定
に
と
っ
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
他
方
で
、
政
権
交
代
の
起
こ
り
う
る
可
能
性

が
現
実
的
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
政
策
の
重
要
性
は
、
徴
妙
に
変
化
す
る
。
そ
し
て
ま
た
、
政
策
と
一
言
に
い
っ
て
も
そ
の
時
々
で
と

:::b 
日間

り
あ
げ
ら
れ
た
り
、
注
目
を
集
め
る
政
策
問
題
は
異
な
っ
て
い
る
。
将
来
に
関
わ
る
政
策
が
話
題
を
集
め
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の

政
府
の
業
績
に
関
わ
る
政
策
評
価
が
重
要
な
も
の
と
し
て
登
場
し
て
く
る
こ
と
も
あ
M
V

我
々
の
両
年
に
お
け
る
調
査
に
は
、
総
選
挙
に
お
け
る
重
要
な
争
点
を
き
く
次
の
よ
う
な
設
聞
が
含
ま
れ
て
い
る
o

「
あ
な
た
は
、
今
回
の
衆
議
院
総
選
挙
で
何
が
最
も
重
要
な
政
策
問
題
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。
こ
の
カ
l
ド
の
う
ち
よ
り
二
つ
、
三
つ

あ
げ
て
下
さ
い
o」

カ
ー
ド
に
は
一
一
一
個
の
政
策
問
題
が
掲
げ
て
あ
り
、

回
答
者
に
最
高
三
つ
ま
で
選
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
設
聞
に
対
す
る
回
答
を
主

た
る
素
材
と
し
て
、
両
年
に
お
け
る
イ
シ
ュ
l
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
o

そ
の
際
、
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
こ
の
設
問
形
式
に
よ
る
制
約
の
存
在
で
あ
る
o

設
聞
は
、
何
が
総
選
挙
に
お
け
る
重
要
な
争
点
で
あ
っ
た
か
を
た
ず
ね
て
い
る
だ
け
で

あ
る
o

政
策
争
点
に
対
す
る
有
権
者
の
関
心
は
様
々
な
方
向
性
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
o

賛
成
の
立
場
か
ら
、
反
対
の
立
場
か
ら
の
争

点
へ
の
接
近
、
あ
る
い
は
、
中
立
的
立
場
か
ら
の
接
近
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
争
点
に
対
す
る
立
場
の
違
い
が
投
票
行
動
と
関
連
性

を
も
っ
て
い
る
か
否
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
イ
シ
ュ
!
と
投
票
の
関
連
性
の
分
析
に
お
い
て
も
っ
と
も
妥
当
で
あ
り
、
有
効
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
我
々
の
設
問
で
は
有
権
者
の
争
点
に
対
す
る
立
場
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
下
の
分
析
で
あ
る
イ
シ
ュ
ー
が
投
票
と

関
連
性
を
も
っ
と
い
う
こ
と
が
発
見
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
第
一
に
、
そ
の
争
点
に
言
及
し
た
人
々
の
中
で
、
賛
成
者
の
投
票
傾
向
と

反
対
者
の
投
票
傾
向
と
が
大
き
く
食
い
違
っ
て
お
り
、
か
っ
、
打
ち
消
し
あ
っ
て
い
な
い
状
態
が
存
在
し
、
第
二
に
、
そ
の
結
果
と
し
て
現

わ
れ
て
い
る
争
点
言
及
者
の
投
票
傾
向
の
偏
り
が
、
非
言
及
者
の
投
票
傾
向
と
統
計
的
に
有
意
に
異
な
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
イ
シ
ュ
!
と
投
票
と
の
聞
に
有
意
な
関
連
性
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
イ
シ
ュ
ー
が
か
な
り
の
程
度
大
き
な
影
響
力
を
投
票
に
対

北法32(4・28)814



投票行動と決定因

健康保険制度 12.7% + .99% 14.9% -1. 77% 

安保・防衛問題 5. 9 + .62 一 30.3 +3.10 P<'05 

公 呈ιコヨ 4. 3 十 .46 一 3.6 + .34 

行 政 改 卒 17.8 +1. 91 P<'05 15.4 +1. 98 P<'05 

年 金・福 キ止 30.6 一 .55 31. 9 -1. 38 

エネノレギー問題 50.9 +1.17 一 45.4 十3.78 P<.01 

不 況 対 策 20.0 +1. 24 18.2 +1.29 

増 税 52.7 -3.26 P<. 005 14.0 -1.99 Pく.05

物 価 46.6 -1.11 54.6 -2.36 

航空機疑惑(政治腐敗〕 9.7 -2.15 P<' 005 39.4 -4.85 P<. 001 

財 政 再 建 15.2 +1. 20 9.7 十1.19

土 地・住 宅 9.7 + .03 6. 1 + .17 

第11表イシューと自民党投票(1)

間 9年 1蜘年

人の比率l票効果 検定 M 比率l票効果l検定
l言及した|自民得|カイ自乗臥した|自民得 カイ自乗イジュー

計片76.1 I - I - I 283. 5 I - I 
(註) イシューのリストのうち「航空機疑惑」は80年調査では「政治腐敗」に変

更されている。

総

し
で
も
つ
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
o

設
問
形
式
の
制
約
は
、

イ
a

シ
ュ

!
と
投
票
と
の
関
連
性
を
過
小
に
表
現
す
る
よ
う
に
働
く
の
で
あ

る
O 

第
日
表
は
、
両
年
に
お
け
る
イ
シ
ュ

l
に
関
す
る
分
析
の
た
め

の
い
く
つ
か
の
指
標
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
各
年
に
つ
い
て

左
か
ら
第
一
列
目
は
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
シ
ュ
ー
を
重
要
で
あ
る
と
あ

げ
た
人
々
の
全
体
に
対
す
る
比
率
で
あ
る
。

一
人
三
つ
ま
で
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

イ
シ
ュ
ー
を
あ
げ
た
比
率
の
合
計
は
最

高
で
三

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
う
る
o

七
九
年
で
は
、
こ
の
比

率
の
合
計
は
二
七
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、

一
人
平
均
二
・
七
六
個
の
イ
シ
ュ
ー
を
あ
げ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
七
九
年
に
お
け
る
最
も
重
要
な
イ
シ
ュ

l
は
「
増
税
」
で
あ

り
、
五
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
こ
れ
を
あ
げ
て
い
る
。
故
大

平
首
相
が
政
治
生
命
を
賭
け
て
、
こ
れ
ま
で
選
挙
に
お
い
て
タ
プ

ー
と
さ
れ
て
い
た
増
税
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
に
輿

北法32(4・29)815

味
深
い
が
、

ま
さ
に
そ
れ
が
国
民
に
直
接
、
負
担
を
強
い
る
こ
と

で
あ
っ
た
た
め
に
国
民
の
大
き
な
関
心
を
集
め
た
わ
け
で
あ
る
。

以
下

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
が
五

0
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
々



説

の
関
心
を
集
め
、
次
い
で
、
「
物
価
」
が
四
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
続
い
て
い
る
o

あ
と
は
「
年
金
・
福
祉
」
が
三

0
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
は
、
す
べ
て
有
権
者
の
五
分
の
一
以
下
の
人
々
の
関
心
し
か
集
め
て
い
な
い
。
「
増
税
」
と
う
ら
は
ら
の
関
係
に
あ
る

「
財
政
再
建
」
も
一
五
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
り
、
「
行
政
改
革
し
も
七
九
年
当
時
は
上
述
の
二
つ
の
イ
シ
ュ
ー
と
の
関
係
が
明
確
で

論

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
一
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
言
及
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
「
航
空
機
疑
惑
」
を
あ
げ
た
人
は
九
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
と
少
な
く
、
汚
職
事
件
が
頻
発
し
て
新
鮮
味
を
失
っ
た
こ
と
や
、
新
聞
に
よ
る
鉄
建
公
団
汚
職
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
航
空
機
だ
け
に
限

定
し
た
イ
シ
ュ
l
の
重
要
性
低
下
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
汚
職
問
題
一
般
」
と
か
「
政
治
腐
敗
」
と
い

う
ワ

1
デ
ィ
ン
グ
を
用
い
て
い
た
な
ら
ば
、
七
九
年
に
お
い
て
も
っ
左
重
要
な
問
題
と
し
て
あ
げ
た
人
の
比
率
は
高
か
っ
た
か
も
し
れ
な

し、。
八
O
年
に
お
い
て
重
要
な
イ
シ
ュ
l
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
o

七
九
年
に
引
き
続
き
関
心
が
高
く
、
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
「
物
価
」

で
五
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
あ
げ
、
次
い
で
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
も
前
回
に
劣
ら
ず
関
心
を
集
め
四
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
々
が

言
及
し
て
い
る
。
前
回
も
っ
と
も
重
要
と
さ
れ
た
「
増
税
」
は
故
大
平
首
相
が
前
回
の
自
民
党
の
敗
北
の
結
果
、
断
念
し
た
た
め
重
要
性
が

下
が
り
、
第
九
位
、

わ
ず
か
一
四
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
々
が
言
及
し
た
だ
け
で
あ
る
。
第
三
番
目
に
重
要
な
イ
シ
ュ
!
と
し
て
浮
上
し
て

き
た
の
が
「
政
治
腐
敗
」
で
あ
り
、
三
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
あ
げ
て
い
る
。
自
民
党
は
今
回
の
総
選
挙
に
あ
た
り
、
疑
惑
を
も
た
れ

て
い
た
議
員
を
立
候
補
辞
退
さ
せ
る
な
ど
党
の
清
潔
化
の
問
題
を
巧
妙
に
処
理
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
有
権
者
の
注
目
を

集
め
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
新
た
に
重
要
性
を
著
し
く
高
め
た
イ
シ
ュ
!
と
し
て
「
安
保
・
防
衛
問
題
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
回
五
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
の
人
し
か
言
及
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
今
回
は
三

0
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
言
及
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
こ

れ
ま
で
社
会
党
や
共
産
党
な
ど
左
派
勢
力
に
よ
っ
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
国
民
の
関
心
を
安
保
反
対
、
防
衛
力
強
化
反
対
に
向
け
よ
う
と
す
る

方
向
性
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
、
国
民
の
関
心
を
集
め
て
い
る
の
は
む
し
ろ
政
府
な
い
し
自
民
党
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
安
保
共
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同
防
衛
及
び
自
主
防
衛
力
増
強
と
い
う
方
向
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
北
海
道
は
い
わ
ゆ
る
北
の
脅
威
に
も
っ
と
も
近
い
地
域
と
し
て
、

「
安
保
・
防
衛
問
題
」
に
対
し
て
過
敏
に
反
応
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
他
方
で
全
国
的
な
防
衛
問
題
へ
の
新
た
な
関
心
の
高
ま

り
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

両
年
に
お
け
る
重
要
な
相
異
点
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
七
九
年
に
比
べ
八

O
年
に
は
重
要
な
イ
シ
ュ
ー
が
拡
散
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
o

す
な
わ
ち
、
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
関
心
を
集
め
た
イ
シ
ュ
l
は
七
九
年
の
四
個
か
ら
八

O
年
の
五
個
へ
と
ふ
え
て
い

る
。
こ
の
相
呉
の
理
由
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
情
が
考
え
ら
れ
る
o

前
述
し
た
よ
う
に
、
七
九
年
の
最
大
の
争
点
は
「
増
税
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
特
異
な
イ
シ
ュ

l
の
存
在
は
総
選
挙
の
性
格
を
際
だ
た
せ
る
効
果
を
も
っ
。
「
増
税
」
に
比
べ
る
と
、
他
の
イ
シ
ュ

1
は
日
常

的
な
性
格
あ
る
い
は
政
治
一
般
に
つ
い
て
の
大
ま
か
な
指
針
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。
そ
れ
ら
は
、
有
権
者
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
直

接
、
し
か
も
た
だ
ち
に
及
ぼ
す
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
七
九
年
で
は
、
「
増
税
」
イ
シ
ュ

1
の
存
在
に
よ
っ
て
日
常
的
イ
シ

八
O
年
に
な
っ
て
「
増
税
」
は
イ
シ
ュ
!
と
し
て
の
重
要
性
を
著
し
く
下
げ
て
い

る
。
総
選
挙
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
イ
シ
ュ
l
は
日
常
的
な
政
治
問
題
だ
け
に
一
戻
っ
た
の
で
あ
る
o

そ
う
す
れ
ば
、
有
権
者
の
関
心
は

再
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
的
生
活
利
益
及
び
政
治
一
般
に
対
す
る
大
ま
か
な
指
針
と
し
て
の
イ
シ
ュ
l
群
に
一
反
り
、
拡
散
す
る
と
い
う
こ
と

ュ
ー
は
影
が
薄
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

で
あ
る
。

次
に
、

イ
シ
ュ
!
と
自
民
党
へ
の
投
票
と
の
関
係
を
み
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
際
し
て
、
我
々
は
投
票
行
動
を
二
つ
の
カ
テ

投票行動と決定因

ゴ
リ
!
、
す
な
わ
ち
、
自
民
党
へ
の
投
票
と
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
行
動
と
に
わ
け
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
変
数
の
平
均
値
は
自
民
党
の

絶
対
得
票
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
理
由
は
、
イ
シ
ュ
ー
が
投
票
行
動
に
影
響
を
与
え
る
場
合
、
ど
の
政
党
に
投
票
す
る
か
と
い
う
選

択
の
他
に
棄
権
も
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
o

棄
権
も
自
民
党
に
投
票
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
一
つ
の
行
動
で
あ
り
、
特
に
、
投
票
率
の
低

か
っ
た
七
九
年
総
選
挙
を
考
察
す
る
上
で
棄
権
を
分
析
の
対
象
外
に
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
各
年
の
表
に
お
け
る
左
か
ら
二
列
目
は
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説

自
民
党
へ
の
得
票
効
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
イ
シ
ュ
ー
を
重
要
で
あ
る
と
あ
げ
た
グ
ル
ー
プ
と
あ
げ
な
か
っ
た
グ
ル

I

〔初〉

プ
に
お
け
る
自
民
党
投
票
率
の
、
全
サ
ン
プ
ル
に
お
け
る
自
民
党
投
票
率
か
ら
の
ズ
レ
の
平
均
で
あ
る
。
こ
の
値
は
、
あ
る
イ
シ
ュ
ー
が
自

論

民
党
投
票
率
に
何
パ
ー
セ
ン
ト
の
影
響
を
与
え
た
か
の
総
計
で
あ
る
o

符
号
は
、
自
民
党
に
プ
ラ
ス
に
働
い
た
か
マ
イ
ナ
ス
に
働
い
た
か
を

表
わ
し
て
い
る
。
ま
た
、
左
か
ら
三
列
目
は
、

水
準
を
示
す
。

イ
シ
ュ
!
と
自
民
党
投
票
と
の
関
連
性
を
カ
イ
自
乗
検
定
し
た
結
果
で
あ
り
、
数
字
は
有
意

七
九
年
に
お
い
て
大
き
な
自
民
得
票
効
果
を
示
し
た
の
は
「
増
税
」
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
自
民
党
に
マ
イ
ナ
ス
に
働
い
て
い
る
。

投
票
に
対
す
る
そ
の
効
果
も
マ
イ
ナ
ス
コ
了
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
き
い
。
「
航
空
機
疑
惑
」
も
自
民
党
に
マ
イ
ナ
ス
の
イ
シ
ュ
ー
で
あ
る
。

「
航
空
機
疑
惑
」
は
サ
ン
プ
ル
の
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
し
か
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
投
票
に
及
ぼ
す
効
果
が
大
き
い
。
こ

の
イ
シ
ュ
ー
を
あ
げ
た
人
々
の
自
民
党
投
票
率
は
一
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
く
、
あ
げ
な
か
っ
た
人
々
の
二
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
比

べ
、
著
し
く
低
く
な
っ
て
い
る
o

有
権
者
の
広
範
な
関
心
を
集
め
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
き
わ
め
て
鋭
い
イ
シ
ュ
ー
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

ぅ
。
そ
し
て
、
「
行
政
改
革
」
イ
シ
ュ

l
は
自
民
党
に
有
利
に
働
く
も
っ
と
も
大
き
な
イ
シ
ュ
ー
で
あ
る
。

以
上
の
三
つ
の
イ
シ
ュ
ー
が
自

民
党
投
票
と
有
意
な
関
連
性
を
も
っ
て
い
る
。

八
O
年
に
な
る
と
自
民
党
投
票
と
有
意
な
関
連
性
を
も
っ
イ
シ
ュ

l
は
、
七
九
年
の
三
個
か
ら
五
個
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

「
増
税
」
と
「
政
治
腐
敗
」
が
自
民
党
に
マ
イ
ナ
ス
に
働
い
て
お
り
、
「
安
保
・
防
衛
問
題
」
、
「
行
政
改
革
」
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
が
白

(
叩
臼
〉

民
党
に
プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
る
。
投
票
と
有
意
な
関
連
性
を
も
ち
、
自
民
党
に
有
利
に
働
く
イ
シ
ュ
ー
が
増
加
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

「
増
税
」
は
言
及
す
る
人
が
急
激
に
減
少
し
た
う
え
、
自
民
党
投
票
に
対
す
る
効
果
も
マ
イ
ナ
ス
三
・
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
マ
イ
ナ
ス

一
・
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
へ
減
少
し
て
い
る
。
「
増
税
」
イ
シ
ュ

l
は
七
九
年
に
お
け
る
特
異
な
イ
シ
ュ
ー
で
あ
っ
た
が
、
八

O
年
に
は
前
年
の

論
議
の
余
韻
を
残
し
て
い
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
o

か
わ
っ
て
、
「
政
治
腐
敗
」
が
自
民
党
投
票
に
強
い
マ
イ
ナ
ス
効
果
を
も
つ
よ
う
に
な
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っ
て
い
る
。
自
民
党
投
票
に
も
っ
と
も
大
き
な
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
っ
イ
シ
ュ
l
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
で
あ
る
o

こ
れ
が
八

O
年
の
総

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
は
ヴ
ァ
レ
ン
ス
・
イ
シ

選
挙
に
お
い
て
激
し
く
論
争
さ
れ
た
イ
シ
ュ
ー
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
o

む
し
ろ
、

ハ
初
〉

ュ
ー
で
あ
り
、
自
民
党
に
の
み
有
利
に
働
き
う
る
イ
シ
ュ
ー
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
論
争
の
的
に
な
ら
な
か
っ
た
イ
シ
ュ
ー
を
多
く
の
人

人
が
重
要
で
あ
る
と
言
及
し
、
自
民
党
へ
の
得
票
効
果
も
大
き
い
こ
と
に
、
有
権
者
の
中
で
進
行
し
て
い
る
保
守
化
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
o

し
か
し
な
が
ら
、

わ
ず
か
八
カ
月
の
聞
に
保
守
化
が
目
に
見
え
る
ほ
ど
進
行
す
る
と
い
う
の
は
理
に
合
わ
な
い
。

保
守
化
の
問
題
は
、

八
カ
月
で
は
な
く
少
な
く
と
も
七

0
年
代
と
い
う
期
間
で
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
0
年
代
に
お
け
る
イ
シ
ュ
!
と
選
挙

内

L以
上
の
よ
う
に
、
七
九
年
と
八

O
年
と
に
お
け
る
イ
シ
ュ

l
の
重
要
性
及
び
そ
の
自
民
党
投
票
へ
の
効
果
は
、
異
な
っ
た
様
相
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
有
権
者
の
保
守
化
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
o

そ
れ
と
も
保
守
化
以
外
の
他
の
要
因
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
他
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
七
九
年
総
選
挙
に
お
け
る
イ
シ
ュ

1
の
特
異
性
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
八

O

ま
っ
た
く
正
常
な
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
七
九
年
に
自
民
党
が
敗
北
し
た

年
の
結
果
は
自
民
党
の
予
期
せ
ぬ
大
勝
で
は
な
く
て
、

こ
と
こ
そ
が
問
題
で
あ
る
o

す
な
わ
ち
、

七
九
年
選
挙
は
「
異
常
選
挙
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
視
野
を
広
げ
て
七
二
年
か
ら
八

O
年
ま
で
の
四
回
の
選
挙
に
つ
い
て
イ
シ
ュ
!
と
投
票
と
の
関
係
を
検
討

投票行動と決定因

し
て
み
よ
う
。
幸
い
、

七
二
年
、
七
六
年
の
総
選
挙
に
つ
い
て
も
札
幌
市
で
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
以
下

考
察
す
る
。

第
ロ
表
は
七
二
年
及
び
七
六
年
に
お
け
る
イ
シ
ュ
l
に
関
す
る
設
聞
に
対
す
る
回
答
か
ら
作
成
し
た
い
く
つ
か
の
指
標
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
石
山
た
だ
、
七
九
年
、
八

O
年
と
は
設
聞
の
形
式
が
若
干
異
な
る
の
で
七
二
年
、
七
六
年
の
回
答
の
比
率
と
七
九
年
、
八

O
年
の
回
答

北法32(4・33)819
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イシューと自民党投票也)

1972年

廓主主|島民司雇イ自室
健康保険制度 126.4%1-.19.96" 

安 保 1 11.7 1 

憲法改正 1 3.3 1 

公害 140.9 1 

老人福祉 161. 8 1+.39 

土地・住宅 120.2 1+ .11 

防衛問題(四次防)1 15.9 1 

ベトナム和平 1 4.1 1 

列島改造論 111. 7 1+1. 46 

物価 153.0 1 

日中関係 1 4.3 1 

日米関係1.8 1+ .18 

減反・米価 .8 1 

也記
1976年

l実君主主!島民得雲l'イ白雲
健康保険制度 9.0%1+.35% 

安保・防衛問題 5.3 1+ .51 

老人福祉 133.2 1 

政界浄化 125.1 1-1. 95 

減税 116.7 1 

資源(石油・石炭等)1 6.6 1+ .09 

独禁法問題 .3 1-.18 

不況対策 133.2 1十1.10 

物価 158.3 1-1. 52 

スト権問題 4.8 1+ .14 

ロッキード事件 1 3広9 1 

土地・住宅 1 6.4 1 

教育問題 117.7 1+1.10 

1
258.7 1 

P<.05 

P<. 001 

P<'05 

P<. 005 

P<.OOl 

北法32(4・34)820

論

言十

計

第12表

イシュー

イシュー

総

総

の
比
率
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
七
二
年
に
お
い
て
、
重
要
な
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
あ
が
っ
た
の
は
第
一
位
が
「
老
人
福
祉
」

で
六
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
言
及
し
て
い
る
。
新
聞
な
ど
の
論
調
で
も
こ
の
選
挙
に
お
け
る
争
点
は
「
福
祉
と
列
島
改
造
」
だ
と
い
わ

れ
て
い
た
o

以
下
、
第
二
位
が
「
物
価
」
で
五
コ
了

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
第
三
位
が
「
公
害
」
で
四

0
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

「
列
島
改
造
論
」
は
第
七
位
、
わ
ず
か
一
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
有
権
者
が
指
摘
し
た
重
要
争
点
が
必

ず
し
も
投
票
に
影
響
を
与
え
た
と
は
限
ら
な
い
。
「
福
祉
」
、
「
物
価
」
、
「
公
害
」
と
も
自
民
党
投
票
と
の
聞
に
有
意
な
関
連
性
を
も
っ
て
い

な
い
。
七
二
年
に
お
い
て
自
民
党
投
票
に
有
意
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
の
は
、
「
安
保
」
、
「
防
衛
問
題
」
、
「
列
島
改
造
論
」
、
そ
し
て

「
日
中
関
係
」
の
四
つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
防
衛
問
題
」
は
自
民
党
投
票
に
も
っ
と
も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

自
民
党
投
票
率
は
「
防
衛
」
を
あ
げ
た
人
で
一
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
く
、
あ
げ
な
か
っ
た
人
の
二
九
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
べ
て
か



な
り
低
い
。
「
列
島
改
造
論
」
は
自
民
党
に
対
し
て
プ
ラ
ス
の
得
票
効
果
を
も
っ
て
い
る
。
「
列
島
改
造
論
」
を
あ
げ
た
人
の
自
民
党
投
票
率

は
三
三
・
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
あ
げ
な
か
っ
た
人
の
そ
れ
は
二
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
o

七
二
年
選
挙
は
主
と
し
て
「
四
次
防
と

列
島
改
造
」
に
よ
っ
て
自
民
党
の
投
票
が
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
o

七
六
年
に
お
い
て
重
要
な
イ
シ
ュ
!
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
も
の
を
み
る
と
、
第
一
位
は
「
物
価
」
で
あ
り
、
五
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
人

人
が
言
及
し
て
い
る
。
「
物
価
」
は
七
二
年
に
お
い
て
も
、

七
九
年
、

七

O
年

八
O
年
に
お
い
て
も
高
い
関
心
を
集
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、

を
通
じ
て
も
っ
と
も
重
要
な
イ
シ
ュ
ー
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

)
の
イ
シ
ュ
!
と
自
民
党
投
票
と
の
関
連
性
は
統
計
的

に
有
意
で
は
な
い
。
「
物
価
」
は
大
多
数
の
人
々
の
関
心
事
で
は
あ
っ
て
も
そ
れ
が
政
党
選
択
に
結
び
つ
か
な
い
イ
シ
ュ
!
な
の
で
あ
る
。

「
物
価
」
に
次
ぐ
高
い
関
心
を
集
め
た
も
の
は
、
「
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
」
で
あ
る
。
三
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
々
が
言
及
し
て
い
る
。
次
い

で
「
老
人
福
祉
」
と
「
不
況
対
策
」
が
同
率
の
三
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
続
い
て
い
る
。
福
祉
問
題
は
七
二
年
総
選
挙
で
各
党
に
よ
っ
て
と

り
あ
げ
ら
れ
高
い
関
心
を
集
め
た
が
、
七
六
年
に
そ
の
関
心
は
幾
分
さ
め
て
き
て
い
る
。
「
不
況
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
七
三
年
の
石
油
シ

ョ
ッ
ク
頃
か
ら
の
景
気
後
退
を
反
映
し
て
、
一
二
分
の
一
の
人
々
の
関
心
を
集
め
て
い
る
o

七
九
年
、
八

O
年
に
お
け
る
「
不
況
対
策
」
へ
の

う
ち
、

一
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
下
降
し
て
い
る
。
七

0
年
代
か
ら
の
四
回
の
総
選
挙
期
間
の

不
況
の
切
迫
感
は
七
六
年
選
挙
に
お
い
て
も
っ
と
も
高
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

言
及
は
そ
れ
ぞ
れ
二

0
・
O
パ
ー
セ
ン
ト
、

こ
れ
ら
の
イ
シ
ュ
!
と
自
民
党
投
票
と
の
関
係
を
み
る
と
、
統
計
的
に
有
意
な
の
は
「
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
」
た
だ
一
つ
で
あ
る
。
イ
シ
ユ

投票行動と決定因

七
六
年
総
選
挙
は
き
わ
め
て
特
異
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。
「
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
」
は
自
民
党
投
票
に
対
し
て
大
き
な

マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
o

こ
の
イ
シ
ュ
ー
を
重
要
だ
と
あ
げ
な
か
っ
た
人
々
で
は
三

0
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
自
民
党
に
投
票
し

て
い
る
の
に
対
し
、
あ
げ
た
人
々
で
は
わ
ず
か
一
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
自
民
党
に
投
票
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
七
六
年
総
選
挙
は
ま

ー
に
関
す
る
限
り
、

さ
に
シ
ン
グ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
よ
る
選
挙
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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さ
て
、
以
上
、
七

O
年
以
降
の
四
つ
の
総
選
挙
に
お
け
る
イ
シ
ュ
!
と
投
票
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
我
々
は
こ
こ
で
、

四
つ
の
総
選

論

挙
が
示
唆
し
て
い
る
イ
シ
ュ
!
と
自
民
党
投
票
と
の
一
般
的
な
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
o

ま
ず
、
四
つ
の
分
析
を
通
し
て
み
た
と
き
、

い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
o

第
一
に
、
イ
シ
ュ
!
と
投
票
の
関
係
に
関
す
る
限
り
、
八

O
年
は
七
二
年
と
類
似
し
、
七
九
年
は
七

六
年
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
七
二
年
、
八

O
年
と
も
投
票
と
有
意
な
関
連
性
を
も
っ
イ
シ
ュ

1
の
数
は
多
い
。
こ
れ
に
対
し
、

七
六
年
、
七
九
年
と
も
投
票
と
有
意
な
関
連
性
を
も
っ
イ
シ
ュ

l
は
少
な
い
。

第
二
に
、
こ
の
よ
う
に
二
つ
に
分
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
総
選
挙
の
結
果
は
類
似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
七
六
年
、
七
九

年
は
と
も
に
自
民
党
の
敗
北
で
あ
る
が
、
八

O
年
は
自
民
党
の
勝
利
で
あ
り
、
七
二
年
も
自
民
党
が
七
六
年
、
七
九
年
の
レ
ベ
ル
ほ
ど
ま
で

敗
北
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

第
三
に
、
自
民
党
が
敗
北
し
た
両
年
に
は
政
府
あ
る
い
は
自
民
党
に
選
挙
戦
上
の
失
敗
な
い
し
失
態
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
七
二
年
、
八

O
年
に
は
そ
の
類
の
も
の
は
み
あ
た
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
七
六
年
の
総
選
挙
は
「
ロ
ッ
キ
ー
ド
選
挙
」
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
自
民
党
に

と
っ
て
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
イ
シ
ュ
ー
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
イ
シ
ュ
ー
だ
け
が
自
民
党
投
票
と
有
意
な
関
連
性
を
も
っ
て
い

る
。
ま
た
、
七
九
年
の
総
選
挙
は
、

い
わ
ば
「
増
税
選
挙
」
で
あ
っ
た
。
数
多
く
の
人
々
の
関
心
を
集
め
、
自
民
党
投
票
に
対
し
て
大
き
な

影
響
力
を
も
っ
た
イ
シ
ュ

1
は
「
増
税
」
だ
け
で
あ
る
o

投
票
と
有
意
な
関
連
性
を
も
っ
「
行
政
改
革
」
、
「
航
空
機
疑
惑
」
も
多
数
の
人
々

の
関
心
を
集
め
て
は
い
な
い
。

第
四
に
、
過
去
四
回
の
総
選
挙
に
つ
い
て
、
自
民
党
支
持
者
の
忠
実
度
、
す
な
わ
ち
、
自
民
党
支
持
者
の
自
党
投
票
率
を
み
る
と
、
七
二

年
か
ら
順
に
、
八
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
七
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
七
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
前

の
二
回
と
後
の
二
回
で
は
忠
実
度
の
レ
ベ
ル
が
異
な
っ
て
は
い
る
が
、
傾
向
と
し
て
は
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
七
二
年
に
比
べ

て
、
七
六
年
は
自
民
党
支
持
者
の
忠
実
度
が
下
が
っ
て
お
り
、
七
九
年
に
比
一
ベ
て
、
八

O
年
は
自
民
党
支
持
者
の
忠
実
度
が
上
が
っ
て
い
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る
。
こ
の
こ
と
は
、
七
六
年
及
び
七
九
年
に
お
い
て
、
自
民
党
支
持
者
に
対
し
て
忠
実
度
を
低
下
さ
せ
る
よ
う
な
要
因
が
存
在
し
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
七
六
年
、
七
九
年
の
総
選
挙
は
き
わ
め
て
特
殊
な
し
か
も
自
民
党
に
対
す
る
強
力
な
マ
イ
ナ
ス
・
イ
シ
ュ

l
に
支

配
さ
れ
た
選
挙
で
あ
り
、
「
ロ
ヅ
キ
l
ド
」
や
「
増
税
」
以
外
の
イ
シ
ュ
l
は
投
票
へ
の
大
き
な
影
響
力
を
も
ち
え
な
か
っ
た
選
挙
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、

七
二
年
、

八
O
年
の
総
選
挙
は
「
増
税
」
や
「
ロ
ヅ
キ
I
ド
」
の
よ
う
な
特
殊
な
イ
シ
ュ
ー
が
存
在
し
な
か
っ

た
た
め
、
通
常
の
利
益
政
治
的
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
治
的
な
イ
シ
ュ
ー
が
機
能
し
う
る
余
地
が
あ
っ
た
選
挙
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

七

0
年
代
の
中
頃
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
保
守
化
の
進
行
が
、
水
面
に
現
わ
れ
た
選
挙
結
果
の
底
流
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
全
国
世
論

調
査
に
よ
れ
ば
、
自
民
党
支
持
率
の
低
下
は
七
五
年
頃
に
と
ま
り
、
そ
れ
以
降
、
む
し
ろ
反
転
上
昇
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
七
二
年
か

七
六
年
以
降
八

O
年
の
選
挙
に
至
る
過
程
が
タ
イ
ム
・
ラ
グ
を
伴
っ
て
保
守
化
を
反
映
し

て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
o

し
か
し
、
我
々
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
実
、
す
な
わ
ち
、
七
六
年
及
び
七
九
年
選
挙
が

き
わ
め
て
特
異
な
選
挙
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
長
期
的
な
政
治
潮
流
の
中
で
も
意
味
を
も
ち
続
け
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
我
々
の
分
析

は
保
守
化
の
潮
流
の
存
在
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
我
々
の
分
析
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
保
守
化
と
い
う
概
念
を
使
用
し
な
く
と

ら
七
六
年
へ
の
選
挙
が
保
守
の
低
落
を
反
映
し
、

も
、
選
挙
の
時
々
の
イ
シ
ュ

l
の
配
置
に
よ
っ
て
選
挙
結
果
に
対
す
る
納
得
で
き
る
説
明
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

投票行動と決定因

四

政
党
イ
メ
ー
ジ
と
投
票

我
々
の
調
査
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
設
聞
が
含
ま
れ
て
い
る
。

「
次
の
こ
と
ば
の
う
ち
、
自
民
党
(
社
会
党
)
に
あ
て
は
ま
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

O
を
つ
け
て
下
さ
い
。
い
く
つ
で
も
結
構
で
す
。
」

ゴヒ法32(4・37)823



説

こ
の
あ
と
に
続
け
て
第
日
表
の
左
欄
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
九
つ
の
命
題
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
o

こ
の
設
問
に
対
す
る
回
答
を
手
が
か
り
と
し

て
有
権
者
が
政
党
に
対
し
て
抱
く
イ
メ
ー
ジ
を
測
定
し
、
そ
れ
と
投
票
と
の
関
連
性
を
考
察
し
て
み
よ
う
o

ま
ず
、
九
つ
の
命
題
は
政
党
に

論

つ
い
て
一
般
的
に
い
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
評
価
の
叙
述
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
政
党
に
対
す
る
プ
ラ
ス
の
評
価
、
あ
る
い
は
マ
イ
ナ
ス
の
評

価
を
含
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
自
民
党
に
つ
い
て
「
党
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
」
を
選
ん
だ
回
答
者
は
、
自
民
党
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
の

評
価
を
下
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
選
ん
だ
回
答
者
の
グ
ル
ー
プ
は
選
ば
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
自
民
党
へ
投

票
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
で
、
政
党
イ
メ
ー
ジ
の
設
聞
は
、
我
々
の
イ
シ
ュ
l
に
関
す
る
設
問
と
性
格
を
異
に
す
る
。
イ
シ
ュ
l

に
関
す
る
設
聞
は
何
が
重
要
な
イ
シ
ュ
ー
で
あ
っ
た
か
を
問
う
だ
け
で
、

回
答
者
の
イ
シ
ュ

l
に
対
す
る
評
価
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
政
党

イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
回
答
は
、

イ
シ
ュ

l
に
対
す
る
回
答
に
比
べ
投
票
行
動
と
の
関
連
性
が
強
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

第
日
表
は
両
年
に
お
け
る
政
党
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
三
つ
の
指
標
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
各
年
各
党
に
お
け
る
左
か
ら
第
一
列
目
は

「
党
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
」
が
も
っ
と

そ
れ
ぞ
れ
の
命
題
を
選
ん
だ
人
々
の
全
体
に
対
す
る
比
率
で
あ
る
o

自
民
党
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

も
高
く
、
七
九
年
で
六

0
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

八
O
年
で
は
前
年
以
来
の
党
内
抗
争
の
影
響
の
た
め
か
七
回
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
は
ね

上
が
っ
て
い
る
。
次
い
で
言
及
の
多
い
の
が
「
特
定
の
団
体
に
動
か
さ
れ
や
す
い
」
で
両
年
と
も
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
あ
げ
て
い
る
o

し
か
し
な
が
ら
、
自
民
党
に
対
す
る
批
判
的
評
価
が
強
い
中
で
、
他
方
で
自
民
党
へ
の
肯
定
的
評
価
も
存
在
し
て
い
る
。
「
政
権
を
担
当
し

て
い
く
能
力
が
あ
る
」
は
七
九
年
で
三
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
八

O
年
に
な
る
と
四
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
選
ん
で
い
る
。

社
会
党
イ
メ
ー
ジ
を
み
る
と
、
「
党
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
批
判
が
七
九
年
で
四
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
あ
り
、

八
O
年
で
も
こ

の
批
判
は
根
強
い
。
ま
た
、
社
会
党
が
労
働
組
合
を
支
持
団
体
と
す
る
「
大
衆
政
党
」
で
あ
る
と
い
う
特
徴
か
ら
、
「
働
く
者
の
こ
と
を
真

剣
に
考
え
て
い
る
」
と
い
う
項
目
の
選
択
が
両
年
と
も
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
あ
る
こ
と
は
う
な
ず
け
る
o

反
面
、
労
働
組
合
に
依
存
し
す

ぎ
て
政
党
と
し
て
の
広
範
な
支
持
を
得
ら
れ
な
い
社
会
党
の
性
格
も
現
わ
れ
て
い
る
o

「
特
定
の
団
体
に
動
か
さ
れ
や
す
い
」
を
あ
げ
る
人

北法32(4・38)824



投票行動と決定因

第13表政党イメージと投票

1979年 1980年

自民党イメージ 人言及の比し率たI効自民得票果 I検カイ自定剰!言人及の比し率た1効自民得票果 I検カイ自乗定

働考く者のことを真剣に 11.9% 一!P< 帥~I 叫 6011Pく回1えている

4.26…19.2 ー 2.11 一
国際的視野をもってい 20.6 ない

党がまとまっていない 60.5 - 5.82 1 P<. 0011 74.2 I -7.30 1 P<. 001 

清潔である 3.2 + 1.97 P<.OOl 2.7 + 1.08 P< .05 

経済の対処に信頼がお 13.4 + 8.05 P<. 001 18.0 +10.94 P<. 001 

特け定するの団体に動かされ
40.7 - 7.69 P<. 001 40.6 -10.92 P<. 001 

ゃい

時代遅れである 22.3 - 5.33 P<. 001 18.0 - 6.54 P<. 001 

日本的の将考来について長 18.8 +12.23 P<'OO1 24.9 +14.68 P<.OOl 
期にえている

政力権がを担当していく能 34.6 +15.39 P<.OOli 43・9 +18.87 I P<∞ 
ある

総 nu 
au 

ηム
の
4

↓
l
 

-一ニロ I - 1
251. 6 1 

{動く
考え
国際
ない

党が

清潔

経済
ける
特定
やす

時代

日本
期的

政権
力が

総

者のことを真剣に 38.2s￥+  9.98%1 P<. 0011 39.4%1 +11. 96% P<. ている
約視野をもってい 23.3 - 2.61 P< .01 35.7 -4.91 P<. 

まとまっていない 46.3 一 .46 42.6 -2.16 

である 11.7 + 4.97 P<.OOl 10.8 + 4.07 P<. 

η対処に信額がお 7.9 + 3.37 P<. 001 8.3 + 3.68 P<. 

。団体に動かされ 30.5 - 3.86 P<. 001 36.2 -5.35 P<. 、，、

遅れである 16.0 一 .71 19困 8 - 6.19 P<. 

ワ将来について長 16.6 + 5.54 P<'OOl 15.0 + 5.80 P<. 
rこ考えている

を担当していく能 9. 7 + 3.17 Pく.001 7.8 + 2.94 P<. 
ある

間昨 198昨

言及した|社会得票|カイ自乗|言及した|社会得票|カイ自乗
人の比~IØJ 一一塁」栓----Êl人の比率1 効 果!検 定

001 

社会党イメージ

4
E
A

噌

E
A

噌

E
ム

噌

'a晶噌

E

A

4

E

A

同司 |ーい15.6 I 
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説

は
七
九
年
で
一
二

0
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

八
O
年
で
は
少
し
ふ
え
て
一
一
一
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
党
が
「
政
権
を
担
当
し
て

い
く
能
力
が
あ
る
」
か
ど
う
か
に
つ
い
て
有
権
者
の
評
価
は
き
わ
め
て
厳
し
く
一
、
七
九
年
で
は
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
八

O
年
で
は
七
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
そ
の
能
力
を
認
め
た
に
す
ぎ
な
い
。

畏ι
阿'"

次
に
、
政
党
イ
メ
ー
ジ
と
投
票
と
の
関
連
性
を
み
よ
う
o

左
か
ら
第
二
列
目
は
得
票
効
果
の
指
標
、
第
三
列
目
は
、
イ
メ
ー
ジ
の
言
及
と

投
票
と
の
関
連
性
を
カ
イ
自
乗
検
定
し
た
と
き
の
有
意
水
準
で
あ
る
。
政
党
イ
メ
ー
ジ
の
各
命
題
が
政
党
に
対
す
る
プ
ラ
ス
あ
る
い
は
マ
イ

ナ
ス
の
評
価
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
投
票
と
の
関
連
性
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
強
く
、
統
計
的
に
も
有
意
で
あ
る
。
得
票
効
果
の
符
号
は
す
べ

て
予
想
さ
れ
た
方
向
に
な
っ
て
い
る
。
自
民
党
イ
メ
ー
ジ
と
投
票
と
の
関
連
性
で
は
、
「
長
期
的
展
望
」
と
「
政
権
担
当
能
力
」
の
自
民
得
票

効
果
が
大
き
く
、
八

O
年
に
は
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
自
民
党
の
統
治
能
力
に
対
す
る
評
価
が
あ
が
り
、

か
っ
、
そ
れ
ら
の
指
標
の
自
民
得
票
効
果
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
は
、
八

O
年
に
お
け
る
自
民
党
の
勝
利
の
一
因
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
わ
ず
か
八
カ
月
の
聞
で
自
民
党
の
統
治
能
力
が
向
上
し
た
と
は
考
え
に
く
い
と
す
れ
ば
、
自
民
党
に
対
す
る
評
価
の
上
昇
は
、
野

党
に
対
す
る
評
価
の
低
下
の
裏
返
し
に
す
ぎ
な
い
。

社
会
党
イ
メ
ー
ジ
の
得
票
効
果
を
み
る
と
、
両
年
と
も
も
っ
と
も
大
き
い
の
は
「
働
く
者
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
」
と
い
う
項
目

で
あ
る
o

し
か
し
、
自
民
党
イ
メ
ー
ジ
の
得
票
効
果
と
比
較
す
る
と
き
、
大
き
な
効
果
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
ほ
か
に
は
同
年
の
「
清

潔
で
あ
る
」
及
び
八

O
年
の
「
国
際
的
視
野
を
も
っ
て
い
な
い
」
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
有
権
者
が
多
く
の
項
目
に
つ
い
て
社
会
党

を
評
価
す
る
故
に
社
会
党
に
投
票
す
る
、
あ
る
い
は
、
社
会
党
を
評
価
し
な
い
故
に
投
票
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
関
連
性
が
、
自
民
党
の
場

合
に
比
べ
て
弱
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
逆
に
い
え
ば
、
有
権
者
の
中
に
は
、
社
会
党
を
評
価
で
き
な
い
故
に
社
会
党
に
投
票
す
る
、
あ
る

い
は
、
社
会
党
を
評
価
し
て
も
社
会
党
に
は
投
票
し
な
い
人
々
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
o

以
上
の
如
く
、
社
会
党
イ
メ
ー
ジ
は
自

民
党
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
る
特
質
を
も
っ
て
い
る
。

北法32(4・40)826



さ
て
、
政
党
イ
メ
ー
ジ
は
投
票
と
の
関
連
性
が
比
較
的
強
か
っ
た
o

こ
こ
で
政
党
イ
メ
ー
ジ
が
そ
の
時
々
の
政
策
争
点
と
い
か
な
る
関
連

性
を
も
っ
て
い
る
か
を
検
討
し
よ
う
。
政
党
イ
メ
ー
ジ
の
九
つ
の
命
題
を
選
択
し
た
人
々
の
比
率
は
比
較
的
短
期
間
で
変
化
し
て
い
る
も
の

も
あ
れ
ば
、
安
定
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
総
選
挙
時
に
お
け
る
重
要
な
政
策
争
点
の
配
置
及
び
、
そ
れ
に
対
応
す
る

各
政
党
の
政
策
的
立
場
な
い
し
公
約
な
ど
が
連
動
し
合
っ
て
生
じ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
イ
シ
ュ

l
は
政
党
イ
メ
ー
ジ
形

成
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
、
各
年
に
お
け
る
重
要
な
争
点
を
と
り
だ
し
て
、
こ

れ
と
政
党
イ
メ
ー
ジ
の
各
項
目
と
の
関
連
性
を
計
算
し
た
。
第
H
H

表
は
七
九
年
に
お
け
る
二
つ
の
イ
シ
ュ

l
及
び
八

O
年
に
お
け
る
三
つ
の

イ
シ
ュ

I
と
各
年
の
自
民
党
イ
メ
ー
ジ
、
社
会
党
イ
メ
ー
ジ
と
の
関
連
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
に
は
、
カ
イ
自
乗
検
定
で
統
計
的
に

有
意
な
関
連
性
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
み
、
ブ
ァ
イ
係
数
を
記
し
て
あ
る
o

ま
ず
、
「
増
税
」
は
七
九
年
に
お
け
る
最
大
の
イ
シ

四
項
目
と
関
連
性
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
増
税
」
イ
シ
ュ

i

ュ
ー
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
七
九
年
の
自
民
党
イ
メ
ー
ジ
の
う
ち
、

に
言
及
し
た
人
々
は
、
自
民
党
に
つ
い
て
「
働
く
者
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
」
お
ら
ず
、
「
党
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
」
と
感
じ
、
「
清
潔

で
あ
る
」
と
は
言
い
難
く
、
「
特
定
の
団
体
に
動
か
さ
れ
や
す
い
」
と
み
る
傾
向
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
「
増
税
」
イ
シ
ュ

l
は
自
民
党
に
対

七
九
年
で
「
航
空
機
疑
惑
」
が
重
要
な
イ
シ
ュ
ー
だ
と
捉
え
た
人
々

す
る
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
o

同
様
に
、

は
、
自
民
党
を
「
国
際
的
視
野
」
が
狭
く
、
「
特
定
の
団
体
に
動
か
さ
れ
」
や
す
く
、
「
時
代
遅
れ
で
あ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。

七
九
年
の
重
要
な
イ
シ
ュ
ー
が
自
民
党
イ
メ
ー
ジ
の
悪
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
が
必
ず
し
も
野
党
第
一
党
と
し
て

投票行動と決定因

の
社
会
党
の
イ
メ
ー
ジ
を
上
昇
さ
せ
る
よ
う
に
働
い
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
「
増
税
」
を
重
要
争
点
と
し
て
あ
げ
た
人
々
は
、
社
会
党
に

対
し
て
も
厳
し
い
評
価
を
下
し
て
い
る
o

す
な
わ
ち
、
社
会
党
は
「
国
際
的
視
野
を
も
っ
て
」
お
ら
ず
、
「
党
の
ま
と
ま
り
」
に
欠
け
、

「
特
定
の
団
体
に
動
か
さ
れ
」
や
す
く
、
「
政
権
を
担
当
し
て
い
く
能
力
が
」
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
「
航
空
機
疑
惑
」
に
言

及
し
た
人
々
は
、
社
会
党
に
対
し
て
好
意
的
で
あ
る
o

社
会
党
は
「
特
定
の
団
体
に
動
か
さ
れ
」
る
こ
と
な
く
、
「
時
代
遅
れ
で
」
も
な

北法32(4・41)827



説ささ;t.
d岡

イシューと政党イメージの関連性(ファイ係数〉

79年 79年 80年 80年 80年

増 税 航空機疑惑安問保題 ・防衛 行政改革
エネノレギー

自民党イメージ
問題

働く者のことを真剣に考 一.096時来 一.074来えている
国際的視野をもっていな

.054* .106**来L 、

党がまとまっていない .073*来 .068* 

清潔である 一.070来来

経済の対処に信頼がおけ .110必帯* .063* る
特定の団体に動かされや

.091**来 .065来 .089米米 一すい

時代遅れである .103*米来

日本の将来について長期
的に考えている

政権を担当していく能力 .088** .058* 
がある

第14表

.102来榊

79年 I 80年 | 叩年 I 80年

税|航空機疑感|議・防衛|行政改革|議バー

79年

社会党イメージ

考

な
に

い

い

剣

て

な

盲

芦

つ

い

を

も

て

ん

」

ケ

}

っ

こ

野

町

ま

の

る

視

と

者

い

的

ま

く

て

際

が

働
え
国
い
党 .059来.071 * .118来栄*.074来来

.061 * .086場*. 15h*来.131*** .080伝来

.083来*.155*来機一.100崎恭

一.060持072米*

清潔である

経済の対処に信頼がおけ
る
特定の団体に動かされや
すい

時代遅れである

日本の将来について長期
的に考えている

政権を担当してし、く能力
がある

一.063来

北法32(4・42)828

P<. 05 

P<'Ol 

P<.OOl 

.076来来

カイ自乗検定で

λγ 

三γ

一.089料来

来

奇怪来

全保*来



く
、
「
長
期
的
展
望
」
を
も
ち
、
「
政
権
を
担
当
し
て
い
く
能
力
が
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
七
九
年
に
お
い
て
、
社
会
党
は
「
増
税
」

問
題
よ
り
も
「
航
空
機
疑
惑
」
を
重
要
争
点
と
し
て
選
挙
戦
を
戦
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

八
O
年
総
選
挙
に
お
け
る
重
要
争
点
と
し
て
登
場
し
て
き
た
一
二
つ
の
イ
シ
ュ

l
と
両
党
イ
メ
ー
ジ
と
の
関
連
性
を
み
る
と
、
様
相
は
七
九

年
の
場
合
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
安
保
・
防
衛
問
題
」
は
政
府
な
い
し
自
民
党
よ
り
の
立
場
か
ら
提
示
さ
れ
た
イ

シ
ュ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
政
党
イ
メ
ー
ジ
と
の
関
連
性
を
み
る
こ
と
で
う
か
が
え
る
。
こ
の
問
題
を
重
要
な
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
言
及
し
た

人
々
は
、
自
民
党
に
つ
い
て
「
働
く
者
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
」
お
ら
ず
、
「
国
際
的
視
野
」
も
狭
く
、
「
特
定
の
団
体
に
動
か
さ
れ
」
て

い
る
と
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
「
経
済
の
対
処
に
信
頼
」
を
お
き
、
「
政
権
を
担
当
し
て
い
く
能
力
が
あ
る
」
と
認
め
る
領
向
が
あ
る
。
「
行

政
改
革
」
に
言
及
し
た
人
々
に
し
て
も
「
党
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
」
と
み
る
傾
向
は
あ
る
が
、
「
経
済
の
対
処
に
信
頼
が
お
け
る
」
と
い

う
自
民
党
に
対
す
る
プ
ラ
ス
の
評
価
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
に
言
及
し
た
人
々
は
自
民
党
に
「
政
権
を
担
当
し

て
い
く
能
力
が
あ
る
」
と
考
え
る
傾
向
が
あ
る
o

こ
れ
ら
の
イ
シ
ュ

l
は
直
接
、
具
体
的
な
政
策
の
実
施
に
関
わ
る
だ
け
に
、
政
権
政
党
で

あ
る
自
民
党
に
対
す
る
プ
ラ
ス
の
評
価
に
結
び
つ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

投票行動と決定因

こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
八

O
年
に
お
け
る
三
つ
の
重
要
な
イ
シ
ュ

l
は
社
会
党
イ
メ
ー
ジ
を
悪
化
さ
せ
る
方
向
性
を
も
っ
て
い
る
。

「
安
保
・
防
衛
問
題
」
に
言
及
し
た
人
々
は
、
社
会
党
の
よ
っ
て
立
つ
基
盤
と
も
い
え
る
「
働
く
者
の
味
方
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
あ
げ
な

い
傾
向
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
社
会
党
の
「
国
際
的
視
野
」
の
狭
さ
、
「
党
の
ま
と
ま
り
」
の
な
さ
、
「
特
定
の
団
体
に
動

か
さ
れ
や
す
い
こ
と
」
、
「
時
代
遅
れ
」
を
指
摘
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
「
行
政
改
革
」
に
言
及
し
た
人
々
は
以
上
の
諸
点
に
加
え
て
、

「
長
期
的
展
望
」
が
な
く
、
「
政
権
担
当
能
力
」
が
な
い
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
に
言
及
し
た
人
々
も
社
会
党
に
対
し

て
厳
し
く
、
社
会
党
は
「
国
際
的
視
野
を
も
っ
て
」
お
ら
ず
、
「
党
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
」
と
み
て
お
り
、
「
特
定
の
団
体
に
動
か
さ
れ
や

す
い
」
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
八

O
年
の
三
つ
の
イ
シ
ュ
l
は
社
会
党
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
と
結
び
つ
い

北法32(4・43)829



説

て
い
る
の
で
あ
る
。

論

ご
く
簡
単
に
イ
シ
ュ
!
と
政
党
イ
メ
ー
ジ
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
た
。
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
o

第
一
に
、
七
九
年
に
お
け
る
重

要
な
イ
シ
ュ
ー
で
あ
っ
た
「
増
税
」
と
「
航
空
機
疑
惑
」
は
、
自
民
党
イ
メ
ー
ジ
の
い
く
つ
か
の
命
題
と
関
連
性
を
も
っ
て
お
り
、
自
民
党

に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
自
民
党
イ
メ
ー
ジ
に
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
イ
シ
ュ

l
が
、
社
会
党
イ
メ
ー
ジ
に
プ
ラ
ス

に
働
く
と
は
限
ら
な
い
。
「
増
税
」
は
社
会
党
イ
メ
ー
ジ
を
も
悪
化
さ
せ
る
方
向
で
働
い
て
い
る
。

第
二
に
、
八

O
年
に
お
け
る
三
つ
の
重
要
な
イ
シ
ュ

l
は
自
民
党
イ
メ
ー
ジ
の
項
目
と
関
連
性
を
も
っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
自

民
党
の
プ
ラ
ス
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
逆
に
、
こ
れ
ら
の
イ
シ
ュ

l
は
社
会
党
イ
メ
ー
ジ
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
し
て
働
い
て
い

る。
以
上
の
よ
う
に
、
政
党
イ
メ
ー
ジ
の
九
つ
の
命
題
の
う
ち
い
く
つ
か
と
イ

γ
ュ
!
と
は
関
連
性
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
個
々
の

イ
シ
ュ
ー
が
政
党
に
つ
い
て
の
有
権
者
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
特
定
の
側
面
に
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
総
選

挙
に
お
け
る
イ
シ
ュ

1
の
配
置
は
、
各
政
党
に
対
す
る
有
権
者
の
プ
ラ
ス
の
評
価
、
あ
る
い
は
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
と
重
要
な
関
連
性
を
も
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

む

す

び

我
々
は
本
稿
に
お
い
て
、

一
九
七
九
年
及
び
一
九
八

O
年
の
二
度
の
総
選
挙
に
お
け
る
投
票
行
動
に
つ
い
て
予
備
的
分
析
を
行
な
っ
た
。

一
つ
の
パ
ス
ベ
グ
テ
ィ
ブ
を
提
示
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

そ
の
際
、
投
票
行
動
を
決
定
す
る
要
因
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、

八

O
年
の
自
民
党
の
勝
利
は
、
大
平
首
相
の
死
と
い
う
予
想
外
の
出
来
事
を
は
じ
め
と
し
て
特
異
な
要
因
の
複
合
作
用
で
あ
る
と
見
ら
れ
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て
い
る
o

し
か
し
、
大
平
氏
に
対
す
る
有
権
者
の
イ
メ
ー
ジ
の
上
昇
は
自
民
党
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
得
票
増
を
も
た
ら
し
た
と
は
い
え
な

ぃ
。
む
し
ろ
、
大
平
イ
メ
ー
ジ
に
よ
ら
な
い
自
民
党
の
得
票
増
が
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
存
在
し
て
い
る
o

他
方
、

七
二
年
以
降
の
各
総
選
挙

に
お
け
る
イ
シ
ナ
ー
の
配
置
に
関
す
る
興
味
深
い
対
照
性
は
、
七

0
年
代
以
降
に
お
け
る
投
票
行
動
の
特
性
の
解
明
に
役
立
つ
か
も
し
れ
な

い
。
す
な
わ
ち
、
七
六
年
と
七
九
年
の
総
選
挙
は
イ
シ
ュ

l
の
配
置
と
い
う
点
で
特
異
で
あ
り
、
七
二
年
と
八

O
年
の
総
選
挙
と
は
異
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
シ
ュ

1
の
配
置
は
ま
た
、
投
票
と
強
い
関
連
性
を
も
っ
政
党
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
影
響
を
与
え

て
い
る
。

も
と
よ
り
、
本
稿
に
お
け
る
結
論
は
暫
定
的
で
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
分
析
で
は
、
投
票
と
そ
の
決
定
因
と
い
う
こ
変
数
関
係
を
主
と
し

て
扱
っ
て
い
る
。
よ
り
包
括
的
な
多
変
量
解
析
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
他
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

投票行動と決定因

本
稿
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
処
理
、
分
析
は
、
北
海
道
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
行
な
っ
た
。

ま
た
、
計
算
機
利
用
及
び
デ
ー
タ
の
整
理
に
関
し
て
は
、
北
海
道
大
学
法
学
部
市
沢
典
子
助
手
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。

〔附
2
〕
一
九
七
九
年
、
一
九
八

O
年
に
お
け
る
札
幌
市
政
治
意
識
調
査
の
実
施
形
態
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
調
査

調
査
日
一

O
月
一
二
日
J
一
O
月
一
五
日

母
集
団
一
九
七
九
年
一

O
月
七
日
現
在
に
お
け
る
札
幌
市
有
権
者

標
本
抽
出
方
法
有
権
者
名
簿
か
ら
の
二
段
階
無
作
為
抽
出

回
収
数
一
五

O
九
ハ
回
収
率
六
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
〉

一
九
八

O
年
調
査

調
査
日
六
月
二
七
日
i
六
月
三
一

O
日

母
集
団
一
九
七
九
年
一

O
月
七
日
現
在
に
お
け
る
札
幌
市
有
権
者
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説

調
査
対
象
一
九
七
九
年
調
査
回
答
者

回
収
数
一
一
七
五
(
悶
収
率
七
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
〉

論

門註〕

(
1
〉
高
畠
通
敏
「
浮
動
票
は
革
新
か
ら
背
を
向
け
た
」
(
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
八

0
・
七
・
八
〉
二

O
l
二
六
頁
。

ハ
2
)
問
中
善
一
郎
「
雨
の
選
挙
学
(
そ
の
1
)
」
(
『
通
産
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
八

0
・一

O
)
五
O
|五
八
頁
、
同
「
雨
の
選
挙
学
(
そ
の
2
)
」
(
『
通
産

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
八

0
・
一
一
)
四

O
|五
二
頁
。

(

3

)

堀
江
湛
、
前
田
寿
一
、
岩
井
奉
信
「
自
民
党
の
敗
北
は
ど
う
し
て
起
こ
っ
た
か
」
(
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
七
九
・
コ
了
一
一
)
六
四

l
六
七
耳
。

高
畠
通
敏
「
騎
り
」
(
『
潮
』
昭
和
五
四
年
ご
一
月
号
)
一
六
八

i
一
八
三
頁
。

(
4
〉
高
畠
、
前
掲
「
浮
動
票
は
革
新
か
ら
背
を
向
け
た
」
、
飯
塚
繁
太
郎
「
異
常
時
の
事
ダ
ブ
ル
選
挙
」
(
内
田
健
三
、
白
鳥
令
、
富
田
信
男
編
『
保
守
回
帰
』

所
収
、
新
評
論
、
一
九
八
一
年
)
三
二

i
四
七
頁
。

(
5
〉
筆
者
は
、
両
年
に
わ
た
る
調
査
の
う
ち
、
八

O
年
調
査
に
の
み
参
加
し
た
。

(

6

)

両
年
の
選
挙
事
後
調
査
は
い
わ
ゆ
る
パ
ネ
ル
調
査
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
八

O
年
調
査
に
つ
い
て
は
サ
ン
プ
ル
の
代
表
性
に
若
干
の
問
題
が
あ

る
。
し
か
し
、
有
権
者
の
態
度
変
化
を
と
り
扱
う
た
め
に
は
、
パ
ネ
ル
・
サ
ン
プ
ル
の
分
析
は
有
効
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
調
査
間
隔
が
比
較
的
短

か
っ
た
た
め
、
八

O
年
の
回
収
率
は
前
年
回
収
数
の
七
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
七
九
年
の
全
サ
ン
プ
ル
と
パ
ネ
ル
回
収
分
に
つ
い
て
様
々
に

検
討
し
た
結
果
、
パ
ネ
ル
回
収
分
に
は
ほ
と
ん
ど
偏
り
が
見
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
七
九
年
に
つ
い
て
は
全
サ
ン
プ
ル
の
分
析
結
果
を
用
い
、
八

O

年
に
つ
い
て
は
パ
ネ
ル
回
収
分
の
分
析
結
果
を
用
い
て
、
両
年
の
比
較
を
行
な
っ
て
い
る
。

〈

7
)
「
ハ
プ
ニ
ン
グ
選
挙
で
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
(
『
財
界
さ
っ
ぽ
ろ
』
昭
和
五
五
年
七
月
号
)
=
一
六

l
三
七
頁
。
な
お
、
支
援
割
り
当
て
が
小
林

八
に
対
し
横
路
二
と
い
う
情
報
も
あ
る
。
「
衆
参
両
院
同
時
選
挙
ゴ

l
ル
直
前
情
報
」
(
『
月
刊
ダ
ン
』
昭
和
五
五
年
七
月
号
)
二
三
頁
、
「
ダ
ブ
ル
選
挙

で
塗
り
変
わ
る
候
補
者
強
弱
地
図
」
(
『
北
海
ぼ
す
と
』
一
九
八

O
年
七
月
号
)
一
一
一
一
貝
。

(

8

)

我
々
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
七
九
年
の
総
選
挙
で
、
小
林
、
横
路
両
候
補
は
労
働
組
合
加
入
者
の
そ
れ
ぞ
れ
二
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
二
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
の
票
一
を
得
て
い
る
。
八

O
年
の
総
選
挙
で
は
、
こ
の
比
率
は
そ
れ
ぞ
れ
三
玉
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
社
会

党
内
部
で
の
労
働
組
合
支
援
割
り
当
て
が
八

O
年
に
有
権
者
レ
ベ
ル
に
浸
透
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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投票行動と決定因

(
9
〉
小
川
晃
一
、
蓮
池
穣
、
荒
木
俊
夫
、
阿
部
四
郎
『
大
都
市
の
革
新
票
』
(
木
鐸
社
、

(
印
)
共
産
党
札
幌
市
委
員
会
に
お
け
る
談
話
。
昭
和
五
五
年
六
月
一
一
一
一
日
。

(
日
)
我
々
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
公
明
党
の
斉
藤
候
補
は
七
九
年
に
民
社
党
支
持
者
の
一
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
票
を
得
た
の
み
で
あ
る
が
、
八

O
年
に
は
倍

増
し
て
民
社
党
支
持
者
の
二
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
票
を
得
て
い
る
。
公
民
共
闘
の
効
果
は
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

(
u
u
ω
E
E由
自
由
民

P
ω
8
2
(
U・白
E

F
邑
-m
可
冨
-
E円
}
百
三
回

8
・
ep吉
宮
同
町
同
町
内
R
H。
B
N
N
U
F
s
e芯
1
p
n
h
b
N
2
2
5胃
h・九
円
。
町
立
』
『
ミ
言
。
込

h
g札

同
V
Q
ミ
2
2
F
刷、.
(
E
m
o
E
E
n
E
O
F
5
3
)
呂

S
I
S
-

(
臼
)
我
々
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
宗
教
団
体
に
入
っ
て
い
る
と
答
え
た
人
々
の
六
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
女
性
で
あ
る
。
宗
教
団
体
に
入
っ
て
い
る
女
性
の
五
七
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
が
斉
藤
候
補
に
投
票
し
て
い
る
。

(
H
〉
横
路
選
対
事
務
所
に
お
け
る
談
話
。
昭
和
五
五
年
六
月
一
一
一
一
目
。

〈
河
川
〉
加
藤
博
久
編
著
『
衆
参
同
日
選
挙
の
多
角
的
分
析
』
(
政
治
広
報
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八

O
年
〉
一
二
七
頁
、
白
鳥
令
「
ダ
ブ
ル
選
挙
と
民
主
主
義
の
問

題
点
」
ハ
内
問
、
白
鳥
、
富
田
編
前
掲
書
)
二
コ
一
五
頁
、
飯
塚
前
掲
論
文
、
四
四

l
四
五
頁
。

(
叩
山
)
加
藤
前
掲
編
著
書
、
一
一
二

l
一
二
三
具
、
白
鳥
前
掲
論
文
、
二
三
五
頁
、
飯
塚
前
掲
論
文
、
四
五
頁
。

(
げ
)
読
売
新
聞
社
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
平
首
相
の
死
に
よ
っ
て
一

0
・一。ハ

1
セ
ン
ト
の
人
々
が
棄
権
、
あ
る
い
は
他
党
へ
の
投
票
の
意
図
を
変
え
て
自

民
党
に
投
票
し
た
と
い
う
結
果
が
で
て
い
る
。
加
藤
前
掲
編
著
書
、
一
一
一
一
二
頁
。
ま
た
、
林
知
己
夫
「
計
量
政
治
学
が
語
る
自
民
党
の
実
力
」
(
『
週
刊

東
洋
経
済
』
昭
和
五
五
年
一
一
月
一
日
号
)
七
三
一
良
参
照
。

(
日
)
パ
ネ
ル
回
収
分
だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
七
九
年
に
お
け
る
大
平
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
九
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
少
な
く
と
も
一
項
目
に
回
答
し

て
お
り
、
一
人
あ
た
り
平
均
回
答
数
は
九
・

O
個
で
あ
る
。
飛
鳥
田
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
七
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
少
な
く
と
も
一
項
目
に
回
答

し
て
お
り
、
一
人
あ
た
り
平
均
回
答
数
は
七
・
八
倍
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ネ
ル
・
サ
ン
プ
ル
は
こ
の
点
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
偏
り
が
な
い
と

い
え
よ
う
。

(
四
)
因
子
分
析
を
行
な
う
際
、
欠
損
値
す
な
わ
ち
無
回
答
の
処
理
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
で
き
る
限
り
多
く
の
情
報
を
生
か
す
た
め
、
因
子
分
析
の

も
と
に
な
る
相
関
係
数
の
計
算
に
際
し
て
、
欠
損
値
の
あ
る
回
答
者
で
も
答
え
て
い
る
項
目
は
計
算
に
と
り
い
れ
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

(
却

)ω
担
問

ω
Z
5
8
p
同曲目
g
k
r・-回目口町内

ω〕
3
8
g
h
円U
O
B同門戸山口?の己目白川
-
Z
H
Q
B円
山
手
巾
H

由
4N
開

Fnpoロ
ハ
ヘ
同
草
寺
民
詰
芯
~
。

R3nH向。'刊、。
Z
R
a

'同町民
2
6
2
J
H
P

同由、吋印・)】
M-u
・
ω
由ω
1
1
品目∞・
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一
九
七
五
年
)
第
四
章
「
共
産
党
票
|
|
札
幌
」
参
照
。



説

Q
O
サ
ン
プ
ル
の
下
位
集
団
毎
に
因
子
分
析
を
行
な
う
場
合
、
ケ
ー
ス
数
が
減
少
す
る
に
し
た
が
い
、
サ
ン
プ
ル
中
の
ラ
ン
ダ
ム
な
誤
差
に
よ
っ
て
相
関
係

数
が
不
安
定
に
な
り
、
誤
っ
た
結
論
が
導
か
れ
や
す
い
。
こ
こ
で
は
、
コ
ム
リ
l
の
基
準
に
し
た
が
い
、
三

O
Oケ
l
ス
以
下
と
な
る
場
合
の
因
子
分

析
は
実
行
し
な
い
こ
と
に
し
た
o

A
・
L
-
コ
ム
リ
l
『
因
子
分
析
入
門
』
(
サ
イ
エ
ゾ
ス
社
、
昭
和
五
四
年
〉
〕
八
九
ー
-
九

0.真。

(
勾
〉
二
つ
の
値
し
か
と
ら
な
い
変
数
聞
の
関
連
性
の
測
度
と
し
て
フ
ァ
イ
係
数
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
周
辺
度
数
が
偏
っ
て
い
る
と
き
、
最
大
値
が
一
に
な
ら

な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
与
え
ら
れ
た
周
辺
度
数
で
と
り
う
る
最
大
の
フ
ァ
イ
係
数
の
値
と
実
際
の
フ
ァ
イ
係
数
の
値
と
の
比
で
あ
る
相
対
フ
ァ

イ
係
数
を
併
用
し
て
い
る
。

(
幻
〉
大
平
イ
メ
ー
ジ
が
変
化
し
な
か
っ
た
人
々
の
比
率
は
き
わ
め
て
低
い
。
そ
こ
で
表
で
は
、
こ
れ
を
下
降
の
グ
ル
ー
プ
に
含
め
た
。

(
担
)
こ
の
推
定
方
法
に
つ
い
て
は
補
註
後
出
。

ハ
羽
〉

ω
o
m
E
C同
日
同
区

M

冨

O
R
U
F
N
Nミ
ヨ
畑
、
町
内
H
h
d
ぬ
寸
ミ
な
h-

立
与
宮
司
叫
円
S
H『ミ凡
S
Q
N
N同
町
内
町
足
。
ま

(JF-巾
白
色
さ
邑

q
p
g田
・
呂
∞
同
)
・

3
・
M
M
I
G
-

(
お
〉
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
が
実
施
し
て
い
る
全
国
調
査
に
よ
る
と
、
投
票
者
の
う
ち
「
安
保
・
防
衛
問
題
」
を
考
え
に
入
れ
た
と
答
え
た
人
は
七
九
年
で

五
-
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
八

O
年
で
一
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
同
協
会
『
衆
議
院
総
選
挙
の
実
態
』
第
三
五
回
及
び
第
三
六
回
参
照
。

(
幻
)
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
の
全
国
調
査
に
も
争
点
に
関
す
る
我
々
の
設
問
と
類
似
し
た
設
聞
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
投
票
し
た
人
に
の
み
た
ず
ね
て

い
る
た
め
、
本
稿
で
行
な
っ
て
い
る
分
析
視
角
を
と
り
え
な
い
。

(
お
)
全
サ
ン
プ
ル
に
お
け
る
自
民
党
投
票
率
を

E
、
イ
シ
ュ
ー
を
あ
げ
た
グ
ル
ー
プ
、
あ
げ
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
自
民
党
投
票
率
を
丸
、

V

判
、
グ

ル
ー
プ
の
サ
イ
ズ
を
仏
、
仏
、
(
の

H+の
N

H

H

)

と
す
る
と
、
自
民
得
票
効
果

Y
は、

ペ
H
一
計
旦
の

H+一計
l
開一の日
H
M
F
l
開一
P
H
M
宵
悼
!
旦
の
回

で
あ
る
。

ハ
却
)
岩
井
奉
信
氏
は
物
価
問
題
や
政
治
倫
理
に
対
す
る
八

O
年
の
有
権
者
の
評
価
が
自
民
党
に
有
利
で
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら

の
イ
シ
ュ
!
と
投
票
と
の
閲
に
関
連
性
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
検
討
さ
れ
て
い
な
い
点
で
、
記
述
は
い
さ
さ
か
ミ
ス
リ

1
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
岩
井
奉

信
「
保
守
回
帰
の
有
権
者
意
識
」
〈
内
田
、
白
鳥
、
富
田
前
掲
番
所
収
)
八
一

E
l
八
三
頁
。

(
叩
)
ヴ
ァ
レ
ン
ス
・
イ
シ
ュ

1

(
〈
巳

8
8
5
5
)
と
は
、
有
権
者
全
体
に
よ
っ
て
肯
定
的
あ
る
い
は
否
定
的
に
価
値
づ
け
ら
れ
て
い
る
状
況
を
特
定
の
政

党
に
結
び
つ
け
る
イ
シ
ュ
ー
で
あ
る
。

ω問
問

ω門o
r
g
-
U
O口
同
]
チ

ω宮
江
田
]
冨
。
p
z
o同
E2uー
の

C
B宮門戸
C
C口
(
k

山
宮
内
江
町
宮
、
。
町
民
丘
町
品
目
~
河
口

S
R

河
内
宮
内
E
〈
D--

ョ・

)
3・臼白∞
i
S叶・

'Eb a冊
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(
況
)
七
二
年
、
七
六
年
に
お
け
る
設
聞
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
あ
な
た
は
今
回
の
衆
議
院
選
挙
で
、
何
が
最
も
重
要
な
政
策
問
題
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。
順
に
あ
げ
て
下
さ
い
。

(
自
由
回
答
)

も
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
う
ち
か
ら
選
ぶ
と
す
れ
ば
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
順
に

2
つ
あ
げ
て
下
さ
い
。

(カ

1
ド
を
提
示
し
て
選
ば
せ
る
と

こ
こ
で
の
分
析
で
は
、
ヵ

i
ド
か
ら
選
ば
せ
た
回
答
を
も
と
に
し
て
、
そ
れ
に
自
由
回
答
を
カ
l
ド
の
項
目
に
リ
コ
l
ド
し
て
加
え
た
も
の
を
順
位
な

し
で
使
用
し
て
い
る
。

ハ
泣
〉
小
川
、
蓮
池
、
荒
木
、
阿
部
前
掲
書
、
一
七
八
頁
。

(
お
)
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
に
よ
る
各
年
全
国
調
査
に
よ
れ
ば
、
自
民
党
支
持
者
の
忠
実
度
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

度
ゲ
月

実

7

3

5

3

同
出

2

7

6

2

d
d
a
u
n
'
n
，E
Q

U

 

n
4
p
o
n
y
A
U
 

t」

'
n
，巧
'
n
，。。

圭

9

9

9

9

こ
れ
に
よ
っ
て
、
全
国
に
お
い
て
も
七
六
年
、
七
九
年
に
は
忠
実
度
が
低
下
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
但
)
時
事
通
信
社
編
『
戦
後
日
本
の
政
党
と
内
閣
』
〈
時
事
通
信
社
、
一
九
八
一
年
)
一
三
|
六
二
頁
。

投票行動と決定因
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ミム 吾同
長岡 且応

じる確率 Piをとる。そして、この確率は独立変数の線型一次式の関数であると

仮定する。すなわち、

Pi=F(a+bXi) 

である。 Fは基準正規分布にしたがう累積分布関数であると仮定する。したがっ

て、

α+bXi U2 

Pi=F(a+bXi)=y万一∞ e-'idu

である。 a及びbを推定する方法には最尤推定法が用いられる。すなわち、 N個

の観測{直 Y1，Y2，…， YNを並べかえて最初から t番目までが 1をとり、それ

以降はOをとるようにしておくと、 Yl， Y2，・"， YNがえられた確率Lは、

N 

L=P(Yl， Y2，…， YN)= [[Pも[[ (l-Pi) 
i=l i=t+l 

N •• 
= [[pf' (1-PグーYi

=tト(a+的 )r{l山五)rYi

となる。 Lを最大にするようにa及びbを推定すればよい。

さて、両年の聞における自民党へのスイングは大平イメージが変化しなかった

場合において自民党へ新たに投票する確率と自民党から他へ投票を変える確率と

の差として捉えられる。 したがって、 自民党へ投票変化したものをしそれ以

外を Oとした変数をYにとり、大平イメージの変化 (-4から 4までのあらゆる

値をとりうる〉を独立変数Xにとってプロピット・アナリシスを行ない、X=oの

ときのY=1である確率Pをみる。次に、自民党から他へ投票を変えたものを

1、それ以外をOとする変数をYにとり、大平イメージの変化を独立変数Xに

とってプロピット・アナリ、ンスを行ない、 X=oのときの Y=1である確率Pを

みる。自民党へのスイングはこの二つのPの差である。

なお、自民党へ新たに投票したものを 1、自民党から他へ投票を変えたものを

ーしそれ以外を Oとする変数を従属変数にとり、大平イメージの変化を独立変

数にとって通常の回帰分析を行なった結果は 2.9パーセントであり、 プロピッ

ト・アナリシスの結果の2.8パーセントとほとんど変わらなかった。

参考文献 Hanushek， Eric A.， John E. Jackson， Statistical Methods for 

Social Scientists (Academic Press， 1977) pp.179ー205.

北法32(4・50)836



投票行動と決定因

E補註〕 両年の聞における自民党へのスイングの推定方法について。

回帰分析は、母集団におけるある一つの変数を他の変数の線型一次式によって

推定し、既知の変数値から目的とする変数値を予測する方法である。いま二つの

変数XとYの関係を考えると、

Y=a十bX

という回帰式で変数聞の関係を捉えようとするわけである。この式でYを従属変

数、 Xを独立変数とよび、 aを回帰定数、 bを回帰係数とよぶ。母集団から抽出

された標本の観測値を用いてa及びbを推定することができる。それには、標本

数がN個あるとし、第 z番目の観測値をあ、 Yiとすると、
/¥ 

Yi=a+bX:る
/ヘ

で推定される Yiの推定値 Yiと実際の観測値Yiとの誤差の二乗の総和が最小にな

るようにa及びbを推定すればよい。すなわち、

N N N 

L:e;=Lj (Yi-'Yi)2=記(Yi-a-bXi)2ー→min
も=1 i=l i=l 

にする a及びbを求めればよ L、。この方法は最小二乗法とよばれている。

回帰分析にはいくつかの仮定がおかれている。まず、従属変数は連続変量であ

ることである。また、誤差eiについて次のような仮定がおかれている。

(i) 酎 (i=1，2，…，N)はそれぞれ正規分布にしたがう確率変数であり、

はすべて O、分散はすべて等しい。

(首)引と ej(i斗j)は無相関である。

平均

いま従属変数Yが0か1しかとらない離散変量であるとする。このとき誤差は、

ei= Yi-a-bX:るニ[一(a十bXi) Y;=Oのとき、

L1-(a+bXi) Y;=lのとき

である。誤差に関する仮定より引の平均はOであるからお=1が生じる確率をPi

とすれば、 Yi=Oが生じる確率は (l-Pi)であるから、

E(ei) = {1ー(a+bXi)}Pi+{一(a十bXi)}(1-Pi)=O

したがって、

Pi=a十bXi， l-Pi=lー (α+bXi)

である。このときeiの分散は、

Var(ei)=E(ei2)= {1-(α+bXi)}'(a+bXi)+ {一(a+bXi)}'{1ー〔α+bXi)}

=(1-a-bXi)(a+bXi) 

である。したがって 町の分散はあの関数であり、標本毎で異なり、誤差に関

する仮定に反する。

こうした離散変量を従属変数にとる場合の回帰分析の問題点を解決する方法と

して、考えだされた一つの方法がプロビット・アナリシス (Probitanalysis)で

ある。プロピット・アナリシスでは従属変数に離散変量をとらすYこ、 Yi=lが生

北法32(4・51)837



~Surnrnaries of Contents~ 

Voting and Its Determinants 

一一-ACase of 1979-1980 ]apanese General Elections-一一

Sadafumi KAWATO水

The 1ast two Japanese general elections brought about the contra-

sting results， the one was the 10ss of the absolute majority of the LDP， 

the other the unexpected comeback of the LDP to the ‘stab1e majority.' 

Many scholars speculated about the reasons for this electoral 

change in Japan. The author analyzes the survey data of post-election 

study of Sapporo electorate planned and conducted by the workshop 

at the Faculty of Law， Hokkaido University. This paper presents 

preliminary findings and some hypotheses which come out of our study. 

First， the author describes the constituency situations and the 

bivariate relationship between sociological variables and vote. Then he 

proceeds 011 tu analysis uf the impact of prime minister Ohira's death 

on the increase of the LDP vote. The interesting finding is that there 

is no strong relationship between th巴 improvementof prime minister 

Ohira's image as a whole caused by his sudden death and the 

increase of the LDP vote. 

Second， the author indicates that there is some abnormal config・

uration of issues in 1979 but that it disappears in 1980. Th巴re are 

fewer issues mentioned which have significant relations with the vote 

for LDP in 1979 than in 1980. 

Third， the author analyzes the party images of the JSP and 

the LDP. Party images are significantly related to partisan vote. And 

there is evidence that certain issues mentioned affect attitude toward 

some items of party images. 

* Associate Professor of Political Science， Faculty of Law， University of 

Hokkaido 

北法32(4・368)1154



Hokkaido L. Rev. 

The author concludes with a speculation that abnormal configu-

ration of issues might depress the party images of the LDP and 

accordingly the LDP vote in 1979 and that when abnormality disap-

pears in 1980 the LDP vote comes' back to its ‘normal' level. 
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